
１ ． 自然環境について

　 本県における Ｒ Ｄ Ｂ の対象水域は「 淡水」 と ｛ 汽水｝ である 。

　「 淡水」 と し ては、 大小の河川及び用水路・ 溝川など の流水性

のも のと 、 淡水池・ 溜池・ 堤のよ う な止水性のも のがある。

　 河川には、 一級河川の江の川・ 斐伊川・ 高津川を 筆頭に多数の

中小河川が、 中国山地から 日本海に向かっ て流れている 。 更に、

隠岐諸島や島根半島などの海岸部には、 背後の山から 、 海に向か

う 多く の流程の短い川がある 。

　 また、 高津川や江の川など県西部の河川では、 太平洋側の河川

に特徴的な淡水魚が生息し ている 。 それは、 地殻変動によ っ て、

瀬戸内海側に流れていた川の一部が日本海側に流路を 変更（ 河川

争奪） し たこ と によ るも のと さ れている。

　「 汽水」 は、 淡水と 海水が入り 混じ る 場所に存在し 、 多く は河

川の下流域に形成さ れる 。 一級河川など水量の多い大型の河川で

は、 下流が平野部を 流れる こ と によ っ て、 遡上する 海水と 混じ り

易いこ と から 汽水が長く 形成さ れる 。 また、中小河川にあっ ても 、

海に流入する際には、 それぞれの地形に合わせた汽水が形成さ れ

る 。

　 本県の場合、 汽水を代表する宍道湖・ 中海は一級河川斐伊川の

最下流部に位置し 、 それぞれの湖は安定し た塩分を 保っ ている。

因みに、 斐伊川が流入する 宍道湖は海水のおよ そ1 0 分の１ 、 日

本海と 接する 中海はおよ そ２ 分の１ 程度の塩分である。 し かし 、

近年は、 海水温の上昇によ っ て、 塩分が高く なる傾向にある と さ

れる。 また、 神西湖及び日本海に流れる差海川なども 比較的安定

し た塩分を 保っ ている。

　

２ ． Ｒ Ｄ Ｂ の掲載について

　 今回の改訂作業によ っ て、 かな り のカ テ ゴ リ ーの変動があっ

た。 まず、 レ ッ ド リ スト の数量の増加があり 、 前回（ 2 0 0 1 4 年）

にリ スト アッ プ さ れた2 4 種の中でリ スト から 外れた種が1 種と 、

新規に9 種が加えら れたこ と で3 2 種に増加し た。

　 次に変更の内容と し て、 絶滅危惧ラ ン ク の上昇が2 種である の

に対し て、 逆に下降し た種は1 種であっ た。 その内容は、 絶滅危

惧Ⅰ類では、 こ れまでの5 種（ ゴギ・ ミ ナミ アカ ヒ レ タ ビ ラ ・ オ

ヤニラ ミ ・ イ シド ジョ ウ・ 二ホン イ ト ヨ ） に新規記載のワカ サギ

を はじ め、 Ⅱ類から 2 種（ カ ワヤツ メ ・ ルリ ヨ シノ ボリ ） がカ テ

ゴリ ーの上昇と し て加えら れた。

　 逆に、 絶滅危惧の度合いが下がっ たも のは、 Ⅰ類から Ⅱ類にラ

ン ク を 下げたク ルメ サヨ リ の1 種にと どまっ ている 。

　 準絶滅危惧では、 今回新規と し て取り 上げら れた９ 種のう ち 5

種（ ニホン ウナギ・ ヤリ タ ナゴ・ モツ ゴ・ カ ワヒ ガイ ・ セスジボ

ラ ） が加えら れた。

　 情報不足で は、 新規に加えら れた2 種（ ド ジ ョ ウ、 シ ラ ウオ）

に加え、 前回情報不足から 掲載が見送ら れていたタ モロ コ が再度

加えら れた。 また、 前回は情報不足と し て掲載し ていたカ ワアナ

ゴは、 生息域の拡大が認めら れる ため、 今回のリ スト から は外さ

れた。

　 以上、 今回の改訂では、 島根県における 淡水と 汽水域に生息す

る 魚種の絶滅危惧の高まり がいっ そう 際立っ てき たと いえる。 さ

ら に、 今回の改訂において新規と し て取り 上げら れた９ 種に注目

する と 、こ れまで身近なと こ ろ で普通に親し まれてき た魚たち が、

徐々に身近な存在でなく なり つつある こ と を示し ている 。 　

　 そのこ と は、 多く の水辺で魚類の減少が予想以上に進んでいる

状況を 、今一度再認識し ていく 必要性を 強く 感じ る と こ ろ である。

　 また今回の改訂が示すも のと し て、 種の減少に対する 危機意識

にと どまら ず、 逆に少ないながら も 今でも 残る 豊かな自然、 つま

り 「 いろ いろ な魚が泳ぎまわっ ている 水辺」 を 再発見し て、 魚だ

けでなく その生息環境を も 見守っ ていこ う と する 姿勢も 同様に求

めら れてく る も のと 思われる 。

３ ．  新し い試みについて 

（ 絶滅のおそれのある地域個体群の提唱）

　 現在、 し まねレ ッ ド データ ブッ ク のカ テゴリ ーと し ては掲載さ

れていないが、 その希少性の観点から 次回の改訂時における 新規

カ テゴリ ー創設への提言と し て、 絶滅のおそれのある地域個体群

（ LP） を 取り 上げる 。 環境省の定める レ ッ ド リ スト における 基本

概念では、「 地域的に孤立し ている 個体群で、 絶滅のおそれが高

いも の」 と さ れている 。

　 今回取り 上げた種は、 全国的には普通種であり ながら 、 正にこ

う し た条件に合致する も のであり 、 その危急性等を 含めてなんら

かの対策が求めら れる と 考える。 また、 他の分類群に対し ても 、

同様な孤立し た地域個体群がある のであれば、 次回の改訂時には

正式にカ テゴリ ーに含めても ら えるこ と を 願い、 概説内で取り 上

げる こ と と し た。 なお、 今回取り 上げる1 種を 加える と 、 汽水・

淡水魚類は3 3 種類と なる 。

（ 越川敏樹）

　

種名（ 和名）： 男池・ 女池（ 隠岐の島町） のチチブ陸封化個体群

種名（ 学名）： Tr id e n tig e r  o b sc u ru s  (Te mm inck  a nd  Sc h le g e l,1 8 4 5 )

目名・ 科名： スズキ目ハゼ科

カ テゴリ ー区分： 絶滅のおそれのある 地域個体群（ LP ）

【 選定理由】

　 チチブの陸封化個体群は全国的にみても 数か所し か知ら れてお

ら ず、 希少な個体群である。 今後生じ る であろ う 遺伝的・ 形態的・

生態的な変化を 含めた種分化方向を知る 対象と し ても 、 学術的に

貴重な存在である。

【 概要】

　 チチブは、 本州・ 四国・ 九州・ 朝鮮半島・ 沿海地方に分布する

ハゼの1 種で、 隠岐諸島など日本周辺の離島でも みら れる 。 川と

海を 往来する 両側回遊魚で成魚は全長8 cm、 他のハゼ類と 比較

し て太く 短い体形を し ている 。内湾や河口の汽水域に生息する が、

淡水域にも みら れる こ と がある 。 一般的に、 純淡水域を 好むヌ マ

チチブと 本種は棲み分けし ている 。 ふ化し た仔魚は一旦海に下り

再び遡上する が、まれに陸封さ れた個体群がみら れる こ と がある。

産卵は春季から 夏季で、 転石の下などにオスが産卵室を 作り 、 産

卵後も オスはふ化まで卵を守る 。 雑食性で、 底生動物や藻類など

も 摂餌する 。 寿命は概ね1 年と さ れている。

【 県内での生息地域・ 生育環境】

　 隠岐郡隠岐の島町の西郷湾南金峰山に連なる 半島の外洋側にあ
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る 男池と 女池は、 砂礫由来の砂洲によ っ て日本海と 遮断さ れた潟

湖で ある 。 男池の面積は8 .3 ha 、 水深約6 mで、 女池は面積3 .5  

h a 、 水深約3 mの淡水池で、 こ こ には陸封さ れたチチブ が生息し

ている 。 こ れまでに知ら れている チチブの陸封個体群は、 鹿児島

県池田湖と 大阪城のお堀だけであり 、 男池・ 女池のチチブ陸封個

体群は非常に珍し く 貴重である。 両池では、 海に下る こ と なく 個

体群が維持さ れている。

【 存続を 脅かす原因】

　 男池・ 女池には魚食性の外来魚である オオク チバスやブルーギ

ルが放流さ れており 、 男池では放流前にみら れた場所から 姿を 消

し 、 流入河川のわずかな水域で存続し ている 。 両池の生息基盤は

ぜい弱で、 環境の変化等によ り 絶滅のおそれがある。

【 参考文献】

明仁親王（ 1 9 8 7 ） チチブ 類． 水野信彦・ 後藤　 晃（ 編） 日本の

淡水魚類　 その分布， 変異， 種分化を めぐ っ て： 1 6 7 -1 7 8 ． 東

海大学出版会． 東京．

日本魚類学会事自然保護委員会編（ 2 0 0 2 ） 川と 湖沼の侵略者ブ

ラ ッ ク バスーその生物学と 生態系への影響． 1 5 2 pp． 恒星社厚

生閣， 東京．

向井貴彦・ 西田　 睦（ 2 0 0 5 ） ヌ マチチブ非在来個体群における

ミ ト コ ン ド リ アDN Aの地理的分布． 魚類学雑誌， 5 2 (2 )： 1 2 2 -

1 4 0 ．

鈴木寿之・ 渋川浩一・ 矢野維幾（ 2 0 2 1 ） 瀬能宏（ 監修） 新版日

本のハゼ． 5 8 4 pp． 株式会社平凡社， 東京．

（ 佐藤仁志）

汽水・ 淡水魚類掲載種一覧 計3 2 種

絶滅（ E X ）
・ ド ウク ツミ ミ ズハゼ 計1 種

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）
↑カ ワヤツメ ・ ミ ナミ アカ ヒ レ タ ビ ラ ・ イ シド ジョ ウ

○ワカ サギ ・ ゴギ ・ ニホン イ ト ヨ

・ オヤニラ ミ ↑ルリ ヨ シノ ボリ 計8 種

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）
・ ミ ナミ スナヤツ メ ・ サク ラ マス ・ ヨ ウジウオ

・ サン ゴタ ツ ↓ク ルメ サヨ リ ・ カ ジカ 大卵型

・ イ シド ンコ ・ シンジコ ハゼ 計8 種

準絶滅危惧（ N T ）
○ニホン ウナギ ○ヤリ タ ナゴ ・ アブラ ボテ

○モツ ゴ ○カ ワヒ ガイ ・ ズナガニゴイ

・ サン イ ンコ ガタ スジシマド ジョ ウ ・ アカ ザ ○セスジボラ

・ アユカ ケ（ カ マキリ ） ・ カ ジカ 中卵型 ・ オオヨ シノ ボリ 計1 2 種

情報不足（ D D ）
○タ モロ コ ○ド ジョ ウ ○シラ ウオ 計3 種

【 記号説明】

• ： カ テゴリ ー区分変更なし の種（ 2 0 種）

↑： 上位のカ テゴリ ー区分への変更種（ 2 種）

↓： 下位のカ テゴリ ー区分への変更種（ 1 種）

○： 新規掲載種（ 9 種）

◇： 情報不足から の変更種（ 0 種）

◆： 情報不足への変更種（ 0 種）

【 掲載順の準拠文献等】

　 中坊徹次編（ 2 0 1 3 ） 日本産魚類検索全種の同定第三版.2 4 2 8 pp .東海大学出版会， 神奈川.
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選定理由

　 八束町大根島で最後に確認さ れたのは、 1 9 5 2 年8 月で、 その後の確

認例はない。 5 0 年以上確認さ れておら ず、 生息環境も 悪化し てき てい

るこ と などから 、 絶滅し たも のと 考えら れる。

概　 　 要

　 大根島の洞窟で1 9 3 1 年に採集さ れた２ 標本に基づいて、 1 9 4 0 年に

日本固有の新種と し て記載さ れた。 生息地は大根島と 長崎県五島列島富

江町の溶岩洞穴、 高知県の新荘川し か知ら れていない。 国内で知ら れて

いる唯一の洞窟性水生脊椎動物で、 全長５ cmほど。 眼は退化し ており 、

小さ な黒状点を なし 皮下に埋没し ている。 体表には黒色素胞が乏し く 、

生時の体色は淡紅色を呈する。 他の盲目性ハゼである ネムリ ミ ミ ズハゼ

やイ ド ミ ミ ズハゼに比べて頭が大き く 、 体長の1 /4 以上を占める。 脊椎

骨数は3 1 で、 ネムリ ミ ミ ズハゼの3 6 、 イ ド ミ ミ ズハゼの3 5 ー3 7 よ り

少ない。 また、 近縁のミ ミ ズハゼ類に比べ、 本種は背びれや尻びれが発

達し ている。 地下水中に生息する ト ビムシ類を餌と すると 考えら れてい

る。 現在、 生息が確認さ れている のは福江町福江島の溶岩洞穴だけであ

る。 こ こ でも 採集記録は少ない。 本種は、 も と も と 生息個体数がき わめ

て少なく 、 生物学的知見に乏し い種である。

県内での生息地域・ 生息環境

　 大根島の溶岩洞窟内に生息し て いたが、 5 0 年以上生息確認がな く 、

現在は絶滅し たも のと 思われる。

存続を脅かし た原因

　 も と も と 生息数がき わめて少なかっ たと 思われるこ と や、 洞窟内の土

砂の堆積等による 生息環境の悪化など。

特記事項

　 改訂し まねレ ッ ド データ ブッ ク 2 0 1 4 動物編以後、 新たな発見に至る

調査等は実施さ れておら ず、 絶滅を覆す知見は得ら れていない。

（ 執筆者： 山口　 勝秀）

●参考文献

山口勝秀（ 2 0 1 5 ） 改訂し まねレ ッ ド データ ブッ ク 2 0 1 4 動物編： 8 2 .島根県環境生活部自然環境課， 島根.

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

基準標本産地

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧ⅠA 類(C R )撮影者（ 提供者）： 国立科学博物館

絶滅（ E X ）

ド ウク ツミ ミ ズハゼ
スズキ目ハゼ科

Lu cio go b iu s a lb u s Regan ,1940

ー
絶滅

（ EX ）

絶滅
（ EX）

選定理由

　 幼生の生息環境が限ら れている。 洪水と 自然災害の多発。 ダムや堰堤など河

川改修。 近年続く 夏場の高温。

概　 　 要

　 本種の口は吸盤状で顎がなく 、 魚類より 前の脊椎動物の最も 古いタ イ プの無

顎上綱に属し 円口類などと も 呼ばれている。 鰓蓋はなく 、 体側の眼の後ろ に鰓

孔が7 つ並び、 眼と 合わせて8 つになる のでヤツ メ （ 八つ目） と 呼ばれる。 本

種は3 0 －5 0 cmに成長し 、 尾鰭後端と 背鰭先端が黒色で、 スナヤツメ 類など他

の日本産ヤツメ ウナギと 区別でき る。

　 本種は4 －7 月の主に夜、 川を昇り 中・ 上流の砂礫底で4 ー8 月産卵する。 稀

に秋に遡上し 翌年の春に産卵する も のも いる。 雄が吸盤で小石を 取り 除いた

巣に卵径1 mm程の粘着卵を 約1 0 万個産む。 卵から 孵化し たアン モシーテス幼

生は産卵場を 離れ、 軟泥の堆積し ている 下流部の縁に流下し て穴を 掘り 潜入

し 、 川底のデト リ タ スや珪藻類を摂取し て成長する。 ２ 年以上幼生期を過ごし

1 5 ー2 0 cmに育っ た後の初めての春、 変態し 海に下る。 海ではサケやマダラ な

どに吸い付き、 吸血し て数年かけ成長し て川を遡上し 産卵し 、 死んでいく 。 幼

魚を飼育し ていると 、 昼間は自由生活を送り 、 夜にハゼなどの頭部の身を剥ぎ

取り 食べていた。 漁師の網にかかっ た個体も 魚に吸い付いているのは見ていな

い。 吸着するのは夜のみであろう 。

県内での生息地域・ 生息環境

　 以前は本県のほと んどの1 級・ 2 級河川で、 生息が知ら れていたが、 現在は

多く の河川で確認でき にく く なっ た。 宍道湖や中海では2 0 2 0 年以降、 川に遡

上する成魚をほと んど見かけなく なり 、 2 0 2 3 年以降は海に降り る未成魚も 姿

を消し た。

存続を脅かす原因

　 幼生は川の砂泥底に潜伏し て数年も の間過ごすので、 河川改修工事などで掘

り 起こ さ れたり 、 上から 石を落と さ れたり すると 生き 残るのは難し い。 近年は

大雨など自然災害の頻度も 増し た。 そこ で洪水がおこ れば砂ごと 流さ れ、 命が

残っ ても 一瞬で生息場所が奪われる。 成長が遅く 産卵するまでの年数も かかる

ので、 一度数を減ら すと よい環境があっ ても 増えにく い。

　 また、 多く の河川の随所にダムや堰堤ができ、 海と のつながり が難し く なっ

た。 中には断ち切ら れたと こ ろ も ある。 近年の高温が続く 天気は水温上昇も 招

き、 高水温の苦手な北方種の本種にと っ て生きづら い環境になっ ている。

（ 執筆者： 桑原　 弘道）

●参考文献

蒲原稔治（ 1 9 9 6 ） エコ ロン自然シリ ーズ　 魚:1 .保育社， 大阪
桑原弘道（ 未発表） 宍道湖マス網調査　 2 0 1 3 -2 0 2 5年
宮地傳三郎　 川那部浩哉　 水野信彦（ 1 9 8 3 ） 原色日本淡水魚図鑑： 5 4 -5 6 .保育社， 大阪
中坊徹次編（ 2 0 1 3 ） 日本産魚類検索全種の同定第三版： 1 4 4 -1 4 5 .東海大学出版会， 神奈川
山口勝秀（ 2 0 1 5 ） 改訂し まねレッ ド データ ブッ ク 2 0 1 4 動物編： 8 6 ． 島根県環境生活部自然環境課， 島根　
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島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類(V U )撮影者（ 提供者）： 桑原弘道

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

カ ワヤツメ
ヤツメ ウナギ目　 ヤツメ ウナギ科

Leth en te ro n  cam tsch a ticu m  ( Tilesiu s、 1811 )
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選定理由

　 県内での生息地はき わめて少なく 、 局所的である。 近年生息が確認さ

れている河川でも 生息個体数の減少や産卵母貝である イ シガイ 科二枚貝

の減少が顕著であり 、 近い将来絶滅が危惧さ れる。

概　 　 要

　 従来アカ ヒ レ タ ビラ と さ れていたが、 山陰地方と 北陸地方に生息する

タ ビ ラ は2 0 0 7 年にAra iら によ り ミ ナミ アカ ヒ レ タ ビ ラ に分類さ れた。

県中部の河川はミ ナミ アカ ヒ レ タ ビラ の西限分布域である。 全長は最大

8 cm、 野生下での寿命は2 ー3 年、 繁殖盛期は4 ー6 月である 。 産卵はイ

シガイ 科二枚貝の中でも カ ラ スガイ 族（ ヌ マガイ 等） が主に利用さ れる。

本亜種は幼魚期に背びれに黒班を 呈するが、 セボシタ ビラ の黒斑より 小

さ く 不明瞭である。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県中部およ び東部の限ら れた河川の中～下流域に生息する。 県中部の

河川においては2 0 1 0 年代に本亜種の生息数が減少し ていた中で、 その

河川の産卵母貝の大量へい死が確認さ れた。 その後も 保全の取組みを進

めるも 、 産卵母貝の復活にはいたっ ておら ず、 本亜種の野生下における

個体群の存続はき わめて危機的な状況である。 県東部では宍道湖流入河

川等に分布し ているが、 生息域が限ら れており 、 河川や周辺水路の改修

等による環境悪化より 越冬場所や繁殖場所が減少し ている 。 加えて、 生

息地には本亜種と 生息水域・ 産卵母貝が競合する外来種のタ イ リ ク バラ

タ ナゴや、 肉食性のブルーギルやオオク チバスも 数多く 生息し ており 、

それら による影響が懸念さ れる。

存続を脅かす原因

　 河川改修等によ る生息環境の悪化、 外来種による捕食や競合、 産卵母

貝であるイ シガイ 科二枚貝の減少等。 特に二枚貝類の減少はミ ナミ アカ

ヒ レ タ ビラ 個体群の縮小に最も 大き な影響を与えており 、 二枚貝類は主

に河川改修等の環境改変による生息場の消失やヌ ート リ アによる食害に

より 減少し ている 。

（ 執筆者： 辻井　 要介・ 鴛海　 智佳）

●参考文献

Ara i,R., Fu j ik a w a , H . a nd  N a g a ta , Y . (2 0 0 7 ) Fou r  N ew  Subspec ie s  o f Ache ilo g na thus B itte r lin g s (Cy p rin id a e : Ache ilo g na th in a e ) from  J a pa n . Bu ll. N a tl. M us. 
N a t. Sc i., Se r . A , Supp l. 1 : 1 -2 8 .
鴛海智佳・ 古林敏彦・ 國井秀伸（ 2 0 1 8 ） 島根県の河川におけるミ ナミ アカ ヒ レ タ ビ ラ の生活史と 季節移動． 魚類学雑誌， 6 5 ： 1 0 -2 0 .
鴛海智佳・ 諸澤崇裕・ 古林敏彦・ 山口啓子（ 2 0 1 8 ） 河川汽水域における ミ ナミ アカ ヒ レタ ビ ラ の稚魚の分布と 微生息環境． LAG U N A， 2 5 ：  1 9 -2 9 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 西限）

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧ⅠA 類(C R )撮影者（ 提供者）： 島根県立宍道湖自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ミ ナミ アカ ヒ レタ ビラ
コ イ 目コ イ 科

Ach e ilo g n a th u s ta b ira  jo rd an i  Arai, Fu jikaw a  an d  N agata , 2007

ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県中西部の限ら れた水系にし か生息し ていない上に、 生息に適し た環

境も 限ら れている。 生息個体数も 多く なく 、 大き な移動も し ないこ と な

どから 、 絶滅が危惧さ れる。

概　 　 要

　 日本固有の小型のシマド ジョ ウ属魚類で、 1 9 7 0 年に高津川水系の福

川川で発見さ れ、 新種と し て記載さ れた。 全長は通常4 ー6 cmで、 最大

でも オス6 cm、 メ ス8 cm未満。 尾柄背縁と 腹縁に竜骨状隆起が発達し 、

他のシマド ジョ ウ属魚類に比べ寸胴である。体色は白色から 淡黄褐色で、

背鰭と 尾鰭に3 ー5 本の暗色点列がある 。 中国地方西部と 九州地方北東

部に分布し ている。 頬部に明瞭な縦条模様を持ち 、 背部から 体側中央に

かけて３ 列の暗色縦帯を持つも のが多い。 また、 尾鰭の付け根にある 黒

点は上下に二つあり 、 上が明瞭である。 本種の生態は、 河川上流から 中

流の礫が積み重なる 水通し のよい淵尻に生息し 、 水温が1 3 ー1 5 ℃にな

る と 砂礫底に深く 潜り 込んで越冬する 。 6 月から 8 月にかけて繁殖期を

迎え、 その時の水温は1 6 ー2 0 ℃である。 孵化し た仔魚はし ばら く 礫底

中にと どまっ て成長する。 大き な移動は行わず、 雑食性で、 天然での寿

命は約2 年であるこ と などが分かっ ている。 四国に分布し ているも のは、

2 0 0 6 年に新種と さ れヒ ナイ シド ジョ ウと なっ た。 その特徴は鼻先から

眼を貫いて1 本の褐色線があり 、 頬部には明瞭な縦条模様が無く 、 尾鰭

の付け根にある黒点は小さ く 、 上に一つだけあるこ と などから 、 本種と

見分けら れる 。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県中西部の河川の上中流部で確認さ れている。 一部の生息地はダム建

設に伴っ て消滅し ている。礫が積み重なっ た水通し の良い場所に生息し 、

泥の堆積のない淵尻部を好むなど、 生息域はかなり 限定さ れている。

存続を脅かす原因

　 ダムの建設、 河川改修や流域開発による良好な生息環境である淵の消

失、 礫底の目詰まり など。

（ 執筆者： 山口　 勝秀）

●参考文献

山口勝秀（ 2 0 1 5 ） 改訂し まねレ ッ ド データ ブッ ク 2 0 1 4 動物編:8 3 .島根県環境生活部自然環境課， 島根.

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

基準標本産地

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧ⅠB 類(E N )撮影者（ 提供者）： 島根県立宍道湖自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

イ シド ジョ ウ
コ イ 目ド ジョ ウ科

Co b itis taka tsu en sis M izu n o ,1970

ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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選定理由

　 宍道湖七珍の一つで、 宍道湖では2 0 0 4 年までは出荷するほどの漁獲

があっ たが、 2 0 0 5 年の夏は高温が続き 、 南限種の本種の多く はこ の夏

が越せなかっ た。 その後も 資源は回復せず、 一網で数尾と なり 、 今では

1 シーズンで数尾と なっ た。網にかかっ た本種は宍道湖漁協が買い取り 、

水産技術セン タ ーで、卵をと り 放流し ている が、回復の兆し が見えない。

概　 　 要

　 腹鰭は胸鰭よ り 後方の腹位にあり 脂鰭を 持つサケ目の魚で、 触る と

キュ ウリ のよ う な独特のにおいのするキュ ウリ ウオ亜目に属する。 自然

分布域はロ シア沿海州・ サハリ ン・ 南千島から 日本海側は宍道湖まで、

太平洋岸は東京湾まで。 主に沿岸や河川下流域等汽水域に生息する が、

淡水域にも よく 入り 陸封化し やすい。 成長のため降海する個体や一生を

淡水で過ごす個体等多様性がある 。 産卵期は、 川の水温が約6 ℃になる

こ ろ で、 宍道湖では1 ー3 月。 日中に河口付近に集まっ た産卵群は、 日

没後川を 遡上し 、 下流の水深2 0 ー3 0 cmの砂礫底で 産卵。 中には川や

湖岸の水草に産むも のも いる。 卵は反転し た付着膜で他物に付着する。

卵径約1 mm。 受精後1 1 日（ 水温1 6 ℃） ー3 8 日（ 7 ℃） で 孵化する。

陸封し ていない孵化し た仔魚は主に夜、 海や湖に降り 、 岸辺でワムシや

藻類を食べ成長する。 幼魚期以降はミ ジンコ 、 ユスリ カ の幼虫、 イ サザ

アミ 等主に小型の浮遊動物を 捕食する。 満１ 年で6 ー1 1 cmになり 成熟

し 、 多く は卵を 産んで一生を終える 。

県内での生息地域・ 生息環境

　 自然分布では、 宍道湖、 中海、 並びにその流入・ 流出河川に生息。 上

田常一著山陰の動物誌によると 、 大正年代までの大橋川浚渫以前は中海

にはたく さ んいたが、 宍道湖にはあまり いなかっ たそう だ。 夏場の表層

水温が3 0 ℃を 超す日が何日も 続く 宍道湖・ 中海では、 暑さ を 避け、 水

深のある湖底に移動し よう と 思っ ても 低層には酸素がなく 、 死を待つの

み。 川を遡上し 夏を 乗り 越え生き 延びたも のが、 命をつないでいると 思

われる。

存続を脅かす原因

　 夏場の高水温。 川に避難すると き 、 妨げと なる堰などの河川改修。

（ 執筆者： 桑原　 弘道）

●参考文献

平塚純一・ 桑原弘道・ 桑原正樹ほか（ 未発表） 本庄マス網調査1 9 9 5 -2 0 1 7年．
平塚純一・ 桑原弘道ほか（ 未発表） 宍道湖マス網調査1 9 9 5 -2 0 0 4年．
細谷和海（ 2 0 1 3 ） キュ ウリ ウオ科． 中防徹次（ 編） 日本産魚類検索全種の同定第三版:3 5 8 -3 5 9 ． 東海大学出版会， 神奈川．
桑原弘道（ 未発表） 宍道湖マス網調査　 2 0 1 3 -2 0 2 5年．
宮地傳三郎・ 川那部浩・ 哉水野信彦（ 1 9 8 3 ） 原色日本淡水魚図鑑:1 0 4 -1 0 6 .保育社， 大阪．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 南限）

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 桑原弘道

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ワカ サギ
サケ目　 キュ ウリ ウオ科

H yp om esu s n ip p o n en sis　 M cAllister, 1963

ー ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 中国山地を 流れる一部の河川にのみ分布し 、 最上流域に生息する。 開

発や河川改修、 自然林伐採などによる生息環境の荒廃で生息数が減少し

ている。

概　 　 要

　 全長2 0 ー3 0 cm前後だが、 近年は3 0 cmに達する も のはまれである。

他のイ ワナの亜種と は異なり 、 背部に見ら れる虫食い状の白色斑が吻端

まで存在するのが本亜種の特徴である。 本亜種は、 世界のイ ワナ属魚類

の中でも っ と も 南方に分布する も ののひと つであり 、 氷期の遺存的な存

在だと 考えら れる。水質が良好で、夏でも 水温が2 0 ℃（ 多く は1 5 ℃以下）

を超えない河川の最上流域に生息し 、 おも に昆虫類や小動物を捕食し て

いる。 繁殖期は1 0 月下旬から 1 1 月中旬で、メ スが川底に産卵床を掘り 、

その中に産卵する。 ふ化し た仔魚は翌春まで産卵床内にと どまり 、 腹部

の卵黄を吸収し て発育する。 本亜種は稚魚期から 障害物や岩陰に潜む性

質が強く 、 野外ではなかなか発見し づら い。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内では斐伊川水系から 高津川水系まで分布するが、 どの生息域でも

生息数は減少傾向にあると 思われる。近年、本亜種の生息域に別亜種ニッ

コ ウイ ワナの生息が確認さ れており 、 亜種間雑種形成によ る遺伝的独自

性の喪失、 遺伝子汚染が心配さ れる。 また、 本亜種の生息域にヤマメ な

どのサケ科魚類を 移入すると 、 競合によっ て本亜種が減少する可能性が

ある。 近縁種、 競合種の移入は厳に慎まなければなら ない。

存続を脅かす原因

　 河川改修や構造物の建設。 水質汚染。 伐採による広葉樹の減少。 近縁

種の移入による遺伝的独自性の喪失。 競合する魚類の移入。 釣り など捕

獲による採集圧。

（ 執筆者： 山口　 勝秀）

●参考文献

山口勝秀（ 2 0 1 5 ） 改訂し まねレ ッ ド データ ブッ ク 2 0 1 4 動物編:8 4 .島根県環境生活部自然環境課， 島根.

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

基準標本産地

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類(V U )撮影者（ 提供者）： 島根県立宍道湖自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）
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サケ目サケ科

Sa lve l in u s leu co m aen is im b riu s Jo rdan  an d  M cGrego r,1925
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絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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選定理由

　 北方系魚種であり 、 県内は南限域に近い。 宍道湖・ 中海水域以外では

き わめてまれと なり 、当水域においても 減少がさ ら に著し く なっ ている。

概　 　 要

　 本種は、 背びれに3 本と 腹鰭に1 本の鋭い棘を も ち、 体側に連続し た

大き なう ろ こ （ 鱗板） が並ぶ。 従来、 イ ト ヨ と 称さ れていたも のが、 日

本海系イ ト ヨ と 太平洋系イ ト ヨ 、 太平洋系陸封型イ ト ヨ に分類さ れ、 さ

ら に日本海系イ ト ヨ がニホン イ ト ヨ と し て記載さ れた。 本種の分布は、

北海道から 長崎県にかけての日本海側、 北海道から 千葉県銚子付近まで

の太平洋沿岸、 北海道オホーツク 海沿岸で、 国外ではサハリ ンや千島列

島、 朝鮮半島東岸の日本海をと り まく 各地である。 産卵期は春で、 成魚

は河川を遡上し 、 流れの緩やかな水草帯で産卵する。 産卵生態はユニー

ク で、 赤と 青の婚姻色の出たオスが水草などでト ン ネル状の巣を 作り 、

メ スを誘っ て産卵さ せ放精する。 その後、 オスは卵と 孵化仔魚を保護す

る。 水生昆虫や小型の甲殻類などを食べる。

県内での生息地域・ 生息環境

　 かつては、 産卵期の春に、 全県下の河川の下流域や水田の用水路に普

通に見ら れたが、 戦後の高度経済成長期を 境にし て激減し た。 宍道湖・

中海水域は一時の絶滅状態の時期を経て、生息数は徐々に回復し ていた。

産卵遡上前の3 月に、 当水域に張ら れた小型定置網において稀に漁獲さ

れるこ と がある。 前回の改訂時、ほと んど漁獲さ れなく なっ たと し たが、

さ ら に漁獲でき なく なり つつあり 、 １ 度も 漁獲さ れない年も ある。

存続を脅かす原因

　 水質と 河川改修に伴う 生息環境の悪化。 産卵場所と 巣の材料と なる水

生植物の減少。 生息域における夏季の高水温。

（ 執筆者： 佐々木　 興）

●参考文献

細谷和海（ 2 0 1 8 ） 中坊徹次（ 編・ 監修） 小学館の図鑑Z日本魚類館～精緻な写真と 美し い解説～： 1 8 2 -1 8 3 ． 小学館， 東京．
細谷和海（ 2 0 1 9 ） 細谷和海（ 編・ 監修） 山渓ハンディ 図鑑1 5 増補改訂日本の淡水魚： 2 9 6 ． 山と 渓谷社， 東京．
中野浩史（ 2 0 1 5 ） 改訂し まねレ ッ ド データ ブッ ク 2 0 1 4 動物編： 8 4 ． 島根県環境生活部自然環境課， 島根．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー
絶滅のおそれのある

地域個体群(LP )(本州)撮影者（ 提供者）： 島根県立宍道湖自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ニホンイ ト ヨ
ト ゲウオ目ト ゲウオ科

Gaste ro steu s n ip p o n icu s H igu ch i,Saka i an d  Go to ,2014

ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 河川改修や水の汚れによる環境破壊により 、生息域を 狭めら れており 、

近い将来の絶滅も 危惧さ れる。

概　 　 要

　 全長は最大で1 3 cmと さ れている が、 多く の個体が1 0 cm前後の大き

さ である。 鰓蓋には暗朱色の線が放射状に伸び、 ヨ ツ メ と いう 地方名が

示すよ う に、 その後端に眼状斑がある。 体側には6 ー7 本の横縞がある。

清涼で、 流れが緩やかな河川の中・ 下流域に生息する 。 砂礫底の単調な

河床より も 、 大小の石が転がっ ている場所を好む。 肉食性で、 エビや水

生昆虫など を 捕食する。 産卵期は4 月下旬から 9 月頃と さ れる が、 産卵

は5 ー6 月の時期に集中する。 メ スは、 ヨ シやツ ルヨ シなどの水生植物、

倒れ込んで いる ササの茎な ど に、 およ そ1 0 0 個の卵を 産み付ける。 孵

化するまでの間、 オスは外敵を追い払っ たり 、 新鮮な水を卵に送っ たり

するなど、 かいがいし く 卵を保護する。 国内では京都府桂川水系（ 保津

川）、 由良川以西の本州や四国東北部、 九州北部の限ら れた河川に、 国

外では朝鮮半島に生息し ている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 島根県では高津川水系および江の川水系の本流や限ら れた支流にのみ

生息し ている。 本種を天然記念物に指定し て保護活動を行っ ている自治

体も ある。

存続を脅かす原因

　 河川改修などによ る 生息環境の悪化や産卵床と なる 水生植物の減少。

また、 観賞魚と し て乱獲さ れるおそれがある。

（ 執筆者： 中野　 浩史）

●参考文献

中野浩史（ 2 0 1 5 ） 改訂し まねレ ッ ド データ ブッ ク 2 0 1 4 動物編:8 5 .島根県環境生活部自然環境課， 島根.

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧ⅠB 類(E N )撮影者（ 提供者）： 島根県立宍道湖自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

オヤニラ ミ
スズキ目ケツギョ 科

Co reo p erca  kaw am eb a ri ( Tem m in ck an d  Sh lege l,1843)

ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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選定理由

　 県内において本種の生息が確認さ れているのは数カ 所で、 近年、 いず

れも 確認でき ないか、 確認でき たと し ても わずかし かいない。 緊急性は

高いと 判断し 、 絶滅危惧Ⅱ類から 変更し た。

概　 　 要

　 ヨ シ ノ ボリ の仲間は、 形態、 生態の両面で 変異性に富み、 現在全国

の河川・ 湖沼に生息するも のは1 0 種以上に分類さ れている。 県内には、

両側回遊性のも のが5 種と 、 河川陸封型のも のが1 種生息し ている。 ヨ

シノ ボリ の中では大型で全長7 ー1 0 cm、 時に1 2 cmに達する も のも あ

る。 生時に頬に美し いルリ 色の小さ な斑点が散在する。 し かし 、 標本で

は、 そのルリ 色斑点は消失するので、 尾鰭基部にある太い八字状の濃色

斑などが手がかり と なる。 北海道から 九州にかけての日本全国の小・ 中

河川の中・ 上流域に生息し 、 早瀬から 淵頭にかけての急流部に生息し て

いるこ と が多い。 まれに湖沼に陸封さ れている個体群も みら れる。 雑食

性で、 付着藻類や小型の水生昆虫を おも な餌と し ている 。 西日本での産

卵は5 ー7 月で、 オスが半ば砂に埋まっ た石の下に産卵室を つく り 、 メ

スが天井面に卵を産みつける。 県内では、 日本海に注ぐ 河川勾配が大き

く 、 水量の豊かな小・ 中規模河川に生息し ているほか、 堰止め湖に陸封

さ れた個体群も 確認さ れている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内中東部の河川のほか、 堰止め湖でも 確認さ れている 。 また、 県西

部の河川においても 生息が確認さ れている。

存続を脅かす原因

　 河川改修などによる生息環境の悪化、 湖沼においてはオオク チバスの

放流など。 またダムの建設に伴う 生息環境の減少など。

特記事項

　 こ れまで和名だけ確定し 、 学名はRh in o g o b iu s  sp .COと さ れていた

が、 鈴木ら により 2 0 1 7 年に本種の学名が確定し ている。

（ 執筆者： 佐々木　 興）

●参考文献

藤田朝彦（ 2 0 1 9 ） 細谷和海（ 編・ 監修） 山渓ハンディ 図鑑1 5 増補改訂日本の淡水魚： 4 5 8 -4 5 9 ． 山と 渓谷社， 東京．
桑原友春・ 寺岡誠二・ 中畑勝見（ 2 0 2 1 ） 島根県東部における ルリ ヨ シノ ボリ およ びヤマト ヌ マエビの生息確認調査． 2 0 2 0 年度ホシザキグリ ーン財団環境修復プロ ジェ ク ト 報告書：
3 3 -4 1 ．  
山口勝秀（ 2 0 1 5 ） 改訂し まねレ ッ ド データ ブッ ク 2 0 1 4 動物編： 8 9 ． 島根県環境生活部自然環境課， 島根．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

－

環境省カ テゴリ ー

－撮影者（ 提供者）： 島根県立宍道湖自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ルリ ヨ シノ ボリ
スズキ目ハゼ科

Rh in o go b iu s m izu n o i Su zu ki,Sh ibu kaw a  an d  Aizaw a ,2017

ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

にわたり 何回かに分けておこ なわれる。 卵は１ mm強の粘着卵で小石に付着し 、

８ 日ほどで孵化し 、 アンモシーテス幼生と なる。 幼生は目が皮の下に隠れてお

り 、 川底に潜り 、 夜活動し 、 ロート 状の口で有機物等を食べて大き く なり 、 数

年後1 5 ～2 0 cmになっ た秋、変態し 成体と なる。 変態後も 夜間は遊泳も するが、

日中は浅い泥中に潜り 、 全く 餌をと ら ず消化管も 退化し 、 春を待つ。 そし て春

になると 産卵し 死んでいく 。 幼生の期間は普通４ 年と いわれているが、 栄養状

態等でその期間は長く なっ たり 短く なっ たり する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内大型河川の流れの緩やかな中・ 上流域、 その支流域、 河川につながる農

業用水路等の砂底や砂泥底に生息。 特に水がき れいで細砂の上に落葉の分解物

などがあると こ ろを好む。

存続を脅かす原因

　 一生を通じ 、 川の砂泥底に潜伏し て数年も の間過ごすので、 河川改修工事な

どで掘り 起こ さ れたり 、 上から 石を 落と さ れたり する と 生き 残る のは難し い。

近年は大雨など自然災害の頻度も 増し た。そこ で洪水がおこ れば砂ごと 流さ れ、

命が残っ ても 一瞬で生息場所が奪われる。 成長が遅く 産卵するまでの年数も か

かるので、 一度数を減ら すと よい環境があっ ても 増えにく い。

（ 執筆者： 桑原　 弘道）

選定理由

　 生息環境が限ら れており 、 そこ で洪水がでれば一瞬で生息場所が奪われる 。

砂底に生息し ており 、 河川改修が始まっ ても 逃げ出すこ と が遅れ、 命を落と す

こ と になる。

概　 　 要

　 本種の口は吸盤状で顎がなく 、 魚類より 前の脊椎動物の最も 古いタ イ プの無

顎上綱に属し 円口類などと も 呼ばれている。 鰓蓋はなく 、 体側の眼の後ろ に鰓

孔が7 つ並び、 眼と 合わせて8 つになる のでヤツ メ （ 八つ目） と 呼ばれる。 ス

ナヤツ メ 類は背鰭と 尾鰭が淡色で、 他のヤツ メ ウナギ類と 区別さ れる。 2 0 2 4

年スナヤツ メ がウチワスナヤツメ 、 キタ スナヤツメ 、 ミ ナミ スナヤツメ の3 種

に分かれた。 ウチワスナヤツメ は、 尾鰭が団扇状で、 口孔の歯が丸いこ と で、

尾鰭が菱形で口孔の歯が三角形の他の2 種と 区別さ れ、 本種は各鰓孔間の下側

に感丘群と 呼ばれる点列が並び、 感丘群がないキタ ヤツメ と 区別さ れる。 本種

は、 本州、 四国、 九州、 朝鮮半島南部に分布し 、 滋賀県以東では北方種と 混在

する。 成魚の全長は1 5 ー2 5 cmで、 水の澄んだ流れの緩やかな、 河川中流部

や浅い細流の砂泥底などに生息し 、 一生を淡水で過ごし 海には降ら ない。 産卵

期は､ 雪解けのおさ まる4 ～6 月。 産卵場は流れの緩い中流の砂礫底で、 数日

●参考文献

桑原友春（ 2 0 1 5 ） 改訂し まねレッ ド データ ブッ ク 2 0 1 4 動物編： 8 6 ． 島根県環境生活部自然環境課， 島根．

京都大学・ 水産大学校（ 2 0 2 4） 新種　 ウチワスナヤツメ と ミ ナミ スナヤツメ を報告． https://w w w .fra .g o.jp/home/k enk yushok a i/press/p r2 0 2 4 /fi les/2 0 2 41211 _ le thente ron.pdf　（ 2 0 2 5 .9 .3 0 参照）

松原喜代松（ 1 9 7 3 ） 魚類学（ 下）： 3 4 6 -3 4 7 .恒星社厚生閣， 東京．

宮地傳三郎・ 川那部浩哉・ 水野信彦（ 1 9 8 3 ） 原色日本淡水魚図鑑： 5 7 ： 保育社， 大阪．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

－

環境省カ テゴリ ー

－撮影者（ 提供者）： 桑原弘道

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ミ ナミ スナヤツメ
ヤツメ ウナギ目　 ヤツメ ウナギ科

Leth en te ro n  h a tta i Iw ata, Saka i an d  Go to ,2024
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（ VU ）
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選定理由

　 本種は、 ヤマメ （ 河川残留型） の降海し たも の。 県内はヤマメ の自然

分布の南方に位置し 、 も と も と 降海する割合は北日本に比べ少ない。 近

年はさ ら に降海する個体が減少し ている。

概　 　 要

　 全長4 0 ー6 0 cm。先に述べたヤマメ が降海し たも ので、パーマーク（ 楕

円形の斑紋） が消失し て全体が銀白色と なり 、背びれの先が黒く なる［ 銀

化（ ギン ケ） またはスモルト ］。 河川の上流域で生まれてから、 2 ー3 年

目の春に降海するも のが多い。 降海後は近海でオキアミ や小魚などを食

べ、 翌年の春に4 0 ー6 0 cmに育っ て河川を 遡上し 、 その秋にヤマ メ に

混じ っ て産卵し 死亡する。 北海道・ 東北・ 箱根以東の関東・ 北陸・ 山陰・

九州の瀬戸内海に注がない河川に分布する。 それ以外の地域には、 体側

に朱点の散在する近縁のサツ キマス（ アマゴ） の分布域と なる。 国外で

は、 樺太・ 朝鮮半島の東側・ 台湾に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 本県では、 沿岸の定置網にまれに入るこ と がある程度で、 その数は少

ない。 宍道湖・ 中海水域では3 0 年ほど前までは、 １ 投の網で年間1 0 尾

程度獲れていたが、 近年はほと んど漁獲さ れない。

存続を脅かす原因

　 森林伐採や砂防ダムおよび河川改修工事によるヤマメ の生息環境の悪

化があげら れる。 流域に設けら れた魚道が十分に機能し ないこ と や、 各

種のダムや堰堤によっ て、 海と の繋がり が断ち切ら れているこ と も 原因

である。

（ 執筆者： 佐々木　 興）

●参考文献

藤岡康弘（ 2 0 1 8 ） 中坊徹次（ 編・ 監修） 小学館の図鑑Z日本魚類館～精緻な写真と 美し い解説～： 1 4 0 .小学館， 東京．
山口勝秀（ 2 0 1 5 ） 改訂し まねレ ッ ド データ ブッ ク 2 0 1 4 動物編:8 7 .島根県環境生活部自然環境課， 島根.

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

－

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )撮影者（ 提供者）： 島根県立宍道湖自然館

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

サク ラ マス
サケ目サケ科

On co rh yn ch u s m a so u  m a so u  ( Brevoo rt,1856)

ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 中海を中心に生息し ており 、 定置網などで時折混獲さ れているが、 近

年確認さ れる 機会が減少し ている 。

概　 　 要

　 全長3 0 cmほど。 日本産ヨ ウジウオ類では大型の部類。 体は大輪でお

おわれて、 吻は長い筒状で腹鰭はない。 体色は褐色で不規則な模様のあ

るも のや緑銀色のも のなど変異に富む。 中海で同所的に生息するガンテ

ンイ シヨ ウジは吻が短いこ と などから 区別でき る。 北海道以南の日本各

地、 朝鮮半島、 中国、 台湾、 東シナ海、 南シナ海、 ト ン キン湾、 沿海州

の沿岸域の浅い内湾に生息する。 アマモ場に多く 生息し ている。 底生性

だが、 胸鰭と 背鰭をせわし なく 動かし て浮遊し ている。 プラ ンク ト ンを

吸い込むよう にし て食べる。 メ スがオスの育児嚢に産卵し てオスがふ化

する まで育てる。 産卵期は、 3 月中旬から 6 月頃で、 全長1 0 mmで産出

さ れるが遊泳能力はき わめて低く 、 稚魚は流れ藻と と も に採集さ れるこ

と が多い。

県内での生息地域・ 生息環境

　 中海を 中心に 大橋川や宍道湖東岸のア マ モ 場で 確認さ れて いる。

2 0 0 0 年頃から 中海での定置網によ る 漁獲数が減少傾向になり 、 2 0 0 5

年以降著し く 減少し ている。 近年は中海におけるアマモ場の位置が変化

し 、生息数の実態が不明瞭になっ ている 。 近縁のガンテンイ シヨ ウジは、

太平洋沿岸に多く 分布し ているが、 近年の水温上昇の影響により 、 宍道

湖の全域と 大橋川、 中海で普通に見る こ と ができ る。 ヨ ウジウオと ガン

テンイ シヨ ウジと も に宍道湖西岸の塩分濃度の低い水域でも 見ら れるこ

と がある。

存続を脅かす原因

　 アマモ場の消失など環境の変化によ る生息環境の悪化。

（ 執筆者： 佐々木　 興）

●参考文献

山口勝秀（ 2 0 1 5 ） 改訂し まねレ ッ ド データ ブッ ク 2 0 1 4 動物編:8 7 .島根県環境生活部自然環境課， 島根.

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

－

環境省カ テゴリ ー

－島根県立宍道湖自然館

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ヨ ウジウオ
ト ゲウオ目ヨ ウジウオ科
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選定理由

　 汽水域の岸辺と いう 限ら れた場所に生息し ている。

概　 　 要

　 タ ツ ノ オト シゴ属の中では小型で全長5 ー8 cmほど。 頂冠がほと んど

目立たず、 吻が短く 、 躯幹部背側に3 個の黒色斑がない、 躯幹輪数は1 1

な ど で、 本属の他の種と 区別でき る。 腹鰭はな く 、 筒状の吻で藻場に

やっ てく る仔魚や小型甲殻類など動物プラ ンク ト ンを 水と 一緒に吸い込

んで食べる。 体色は黒褐色や淡黄褐色、 まだら 模様など変化に富む。 北

海道以南九州西部までの日本、国外では朝鮮半島南部、中国の東シナ海、

南シナ海沿岸などの内湾の藻場に多く 、 汽水域にも 進入する。 本州中部

の産卵期は、 春～秋、 雌が雄の育児嚢内に産卵する。 卵径1 ー1 .5 mm。

孵化仔魚は3 .5 mm。 受精後１ 週間ほど で、 雄は海藻など に尾を 巻き 付

け踏ん張り 、 育児嚢で約8 mmに育っ た仔魚を 約9 0 尾産み出す。 産み出

さ れた仔魚は流れ藻などに付き 成長する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 中海の岩場や岸壁に生えている海藻についているこ と が多い。 ヨ ウジ

ウオ類と 異なり 、 砂場のアマモにはあまり ついていない。 大橋川など宍

道湖・ 中海をつなぐ 川にも 生息する。 宍道湖東部では以前より よく 見か

けるよう になり 、 西部でも 見かけるよ う になっ た。

　 図鑑では内湾に生息と 書いてあるが、 境水道や美保湾ではタ ツノ オト

シゴはいるが、 本種は確認し ていない。

存続を脅かす原因

　 主な生息地である中海で強風が吹いた後青潮がおき ると 、 貧酸素層が

岸壁に打ち寄せ、 遊泳能力の弱い本種の多く は死んでいく 。 海藻も 死滅

するので、 復活するまでは、 そこ にすめない。

（ 執筆者： 桑原　 弘道）

●参考文献

平塚純一・ 桑原弘道・ 桑原正樹ほか（ 未発表） 本庄マス網調査　 1 9 9 5 -2 0 1 7 年．
平塚純一・ 桑原弘道ほか（ 未発表） 宍道湖マス網調査　 1 9 9 5 -2 0 0 4 年．  
桑原弘道（ 未発表） 宍道湖マス網調査　 2 0 1 3 -2 0 2 5 年．
瀬能宏（ 2 0 1 3 ） ヨ ウジオウオ科． 中坊徹次（ 編） 日本産魚類検索全種の同定第三版： 6 1 5 -6 3 3 ． 東海大学出版会， 神奈川．
山口勝秀（ 2 0 1 5 ） 改訂し まねレ ッ ド データ ブッ ク 2 0 1 4 動物編： 8 8 ． 島根県環境生活部自然環境課， 島根．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

－

環境省カ テゴリ ー

－撮影者（ 提供者）： 桑原弘道

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

サンゴタ ツ
ト ゲウオ目　 ヨ ウジウオ科

H ip p o cam pu s m oh n ike i Bleeker, 1853

ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 生活圏が汽水域と いう 限ら れた水域。 夏場に続く 高水温。 鳥、 魚食魚

などによる食害。

概　 　 要

　 全長1 5 ー2 0 cm、 近種のサヨ リ に似ている が、 ①サヨ リ よ り も 下顎

は長く 、 上顎先端から 鰓蓋までの頭長より 下顎長が長い。 サヨ リ は頭長

のほう が長い。 ②下顎の先端下面は黒色。 サヨ リ は赤色。 こ の2 点で区

別でき る。 本州、 四国、 九州の内湾沿岸部、 汽水域から 河川の下流域、

汽水湖に群れて生息する。 国外では台湾、 朝鮮半島、 中国大陸、 ベト ナ

ムにも 分布。 汽水性の魚で、 サヨ リ のよう に河川と 海域を移動するよう

なこ と はなく 、 汽水内を 移動し 、 淡水域にも 進入する。 産卵期は中海・

宍道湖では4 ー6 月、 雌雄が群れを 作り 泳ぎながら アマモ等の水草に産

卵する 。 卵は球形で直径1 .5 mm弱。 太い１ 本と 反対側に細い3 ー4 本の

付着糸があり 、 こ れで１ 個ずつ水草に絡みつく 。 受精後1 5 ー1 6 日（ 水

温2 0 -2 5 ℃） で孵化。 孵化仔魚は4 mm。 孵化後1 0 日ごろ から 下顎が伸

びはじ め、 1 月たつと 親と 同じ よう な形になる 。 幼魚期は、 藻場や岸辺

の表層を 群れて 泳ぎ、 5 ー1 0 月にかけて は淡水域にも 遡上する が、 水

温が下がる と 汽水域に留まる。 1 5 cmまでは主に藻などについている 甲

殻類等の浮遊動物や小魚の稚魚も 食べるが、 成長すると ほと んど浮遊植

物食になる。

県内での生息地域・ 生息環境

　 本種は県内の大型河川感潮域、 宍道湖中海並びにその流入流出河川、

神西湖など汽水域に生息する。 近年宍道湖やその流入流出河川などでは

水草が増え、 産卵や稚魚の隠れ家と し て利用さ れ、 こ の周辺では数を増

やし ているが、 限ら れた環境でし か生き ら れないので、 こ れから も 注視

が必要である。

存続を脅かす原因

　 汽水域と いう 限ら れた環境の表層を 遊泳する魚で、 夏場の表層の高水

温は、 生存を脅かし ている。 表層を遊泳するので鳥や魚食魚などにも 襲

われやすい。

（ 執筆者： 桑原　 弘道）
●参考文献

藍澤正宏・ 土居内龍（ 2 0 1 3 ） サヨ リ 科． 中坊徹次（ 編） 日本産魚類検索全種の同定第三版： 6 5 1 -6 5 4 ． 東海大学出版会， 神奈川．
平塚純一・ 桑原弘道・ 桑原正樹ほか（ 未発表） 本庄マス網調査1 9 9 5 -2 0 1 7 年．
平塚純一・ 桑原弘道ほか（ 未発表） 宍道湖マス網調査　 1 9 9 5 -2 0 0 4 年．  
桑原弘道（ 未発表） 宍道湖マス網調査2 0 1 3 -2 0 2 5 年．
田久和剛史（ 2 0 1 5 ） 改訂し まねレ ッ ド データ ブッ ク 2 0 1 4 動物編： 8 5 ． 島根県環境生活部自然環境課， 島根． 　

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

－

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )桑原弘道

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ク ルメ サヨ リ
ダツ目　 サヨ リ 科

H yp o rh am p h u s in te rm ed iu s  （ Can to r, 1842）
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選定理由

　 本種は、 河川の水質や水生生物の生息環境が良好に保全さ れているこ

と を示す代表的な種であるが、 すべての生息地において河川の生息環境

が悪化し 、 個体数が減少し ている 。

概　 　 要

　 カ ジカ  Co ttu s p o llu x  はカ ジカ 科に属する 日本固有種で、 生活型や

遺伝的に異なる 3 つのタ イ プが知ら れており 、 海に下る 小卵型・ 中卵型

と 河川陸封性の大卵型がいる。 また、 琵琶湖にはウツセミ カ ジカ と 呼ば

れる小卵型の湖沼陸封個体群が生息する。 大卵型は河川の上流部に生息

し 、 海に下る こ と はない。 県内には、 大卵型と 中卵型が生息し ており 、

大卵型は全長7 ー9 cmで時に1 2 cmに達する こ と も ある 。 瀬の砂礫底や

礫底に生息する底生魚で、 体色は周囲の環境や体調によっ て異なり 、 灰

褐色から 暗褐色まで変化に富んでいる。 体側に、 4 ー5 個の暗色の斑紋

がある。 体形はカ ワヨ シノ ボリ などのハゼ類に似るが、 カ ジカ 類にはう

ろ こ がないこ と や、 頭部側面に棘を有するこ と 、 胸鰭の鰭条が分岐し な

いこ と などで区別でき る 。 また、 腹鰭が2 つに分かれており 、 ヨ シノ ボ

リ のなかまのよう に合一し て吸盤状になるこ と はない。 水生昆虫や小型

甲殻類、 時には小魚も 食べる。 産卵は、 3 月中旬から 6 月中旬で、 川の

瀬の石の下面に卵を 産み付つける。 金沢名物のゴリ 料理は、 本種が用い

ら れている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内において生息が確認さ れている 河川は、 高津川、 浜田川、 江の川、

神戸川、 斐伊川、 飯梨川など の大型の河川である。 多く の場合、 中-下

流に両側回遊性のカ ジカ 中卵型が生息し ている。

存続を脅かす原因

　 河川改修等に伴う 生息環境の悪化や減少、 河川横断構造物による移動

阻害など。

（ 執筆者： 佐藤　 仁志）

●参考文献

川那部浩哉・ 水野信彦編（ 2 0 0 1 ） 日本の淡水魚． 7 1 9 pp． 山と 溪谷社， 東京．
宗原弘幸編（ 2 0 1 1 ） カ ジカ 類の多様性: 適応と 進化． 2 7 6 pp． 東海大学出版会. 神奈川．
中坊徹次・ 甲斐嘉晃（ 2 0 1 3 ） カ ジカ 科． 中坊徹次（ 編） 日本産魚類検索全種の同定第三版： 1 1 6 0 -1 1 8 8 ． 東海大学出版会， 東京．
菅野一輝・ 乾　 隆帝・ 白井厚太朗・ 鬼倉徳雄・ 小山彰彦・ 澤　 海人・ 若林瑞希（ 2 0 1 9 ） 高梁川水系のカ ジカ 種群の分布と 遺伝的・ 形態的・ 生態的特徴． 日本生物地理学会会報．
7 4 ： 2 5 -3 1 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

－

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )撮影者（ 提供者）： 佐藤仁志

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

カ ジカ 大卵型
スズキ目カ ジカ 科

Co ttu s p o l lu x Gü n th er,1873

ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 生息域は局所的で、 生息域での繁殖は確認さ れているが、 生息数はあ

まり 多く ない。 鑑賞魚と し て乱獲さ れるおそれがある 。

概　 　 要

　 高津川水系匹見川で採集さ れた個体に基づき 、 2 0 0 2 年に新種と し て

記載さ れた。 外部形態はド ンコ によく 似るが、 遺伝的に大き く 離れてい

るほか、 後鼻孔から 眼窩後方に伸びる孔器列と えら 蓋上にある孔器列に

違いが見ら れるこ と や、 う ろ こ が小さ く 数が多いなどの違いがある。 ま

た、 下顎下面の斑点の黄色味が強く 、 体高が低い傾向にある。 ド ンコ が

流れの比較的緩やかな場所を好むのに対し 、 本種は流れが速く 石がごろ

ごろ し ている よう な場所でよく 見ら れ、 川底の石の隙間に身を潜めてい

る こ と が多い。 5 ー7 月の産卵期になる と 、 オスはふだん隠れがにし て

いる石の下にある 砂や小石を口で掘り 出し て産卵室を作る 。 メ スは産卵

室の天井部分に産卵する こ と が多いが、 壁面にまでおよ ぶこ と も ある。

卵は楕円形で、 付着糸により 産卵基質に付着する。 産卵・ 放精後、 オス

はすぐ にメ スを追い出す。 その後オスはふ化するまで卵のそばで胸びれ

を使っ て卵に新鮮な水を送り 、 卵に酸素を供給する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 高津川水系と その周辺にし か生息し ておら ず、 き わめて局所的。 匹見

川がおも な生息地で、 高津川本流での生息数は少ない。

存続を脅かす原因

　 河川改修などによる生息環境の悪化やド ンコ と の交雑などが危惧さ れ

る。 また、 観賞魚と し て乱獲さ れるおそれがある。

（ 執筆者： 佐藤　 仁志）

●参考文献

明仁・ 坂本勝一・ 池田祐二・ 岩田明久（ 2 0 0 0 ） ハゼ亜目． 中坊徹次（ 編） 日本産魚類検索第二版： 1 1 3 9 -1 3 1 0 ． 東海大学出版会， 東京．
Iw a ta ,A .a nd  H ,Sa k a i（ 2 0 0 2 ） Odon tobu tis  h ik im iu s n .sp .:A  N ew  Fre shw a te r G oby  from  J a pa n .w ith  a  K ey  to  Spec ie s  o f th e  G enus. Cope ia ， 2 0 0 2 （ 1 ）： 1 0 4 -
1 1 0 .
岩田明久（ 1 9 9 9 ） 遺伝的に異なる ド ンコ ２ グループの高津川水系およ びその近隣河川における 分布． 魚類学雑誌， 4 6 (２ )： 1 0 9 -1 1 4 ．
Sa k a i,H . A ,Iw a ta  a nd  S.R .J eon（ 1 9 9 3 ） G ene tic  e v id ence  suppo rtin g  th e  th ree  d istin c t sp ec ie s in  th e  g eus  Odon tobu tis  (Gob iid a e ) from  J a pa n  a nd  K o rea ．  
J a pa n .J .Ic h th y o l， 4 0 ： 6 1 -6 4 .
酒井治己・ 田中善喜・ 辻井浩志・ 岩田明久・ 池田　 至（ 1 9 9 9 ） 遺伝的に著し く 異なる ド ン コ ２ グループ の高津川水系およ びその近隣河川における 分布． 魚類学雑誌． 4 6 ： 1 0 9 -
1 1 4 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

基準標本産地

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類(V U )撮影者（ 提供者）： 佐藤仁志

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

イ シド ンコ
スズキ目ド ンコ 科

Od on to b u tis h ik im iu s  Iw ata  an d  Saka i, 2002

ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）
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選定理由

　 本種は、 主に汽水域に生息し ており 宍道湖以外の水域でも 確認さ れて

いるが、 その確認場所および生息数は少ない。 宍道湖では近縁種である

ビリ ンゴが優先し つつあり 、 本種の生息域が減少傾向にある。

概　 　 要

　 全長メ ス6 cm、 オス5 .5 cm。 中海に多い近縁のビ リ ン ゴと は酷似す

るが、 メ スの婚姻色と 頭部の感覚器官の形状で識別でき る。 婚姻色は本

種が体側に6 -7 本のあざやかな橙色の横斑が現れる のに対し てビ リ ンゴ

の場合はそれがない。 また、 頭部の感覚器官では、 本種が感覚管の両端

2 個の感覚孔が開口し ている のに対し て、 ビ リ ン ゴでは管が連結し てい

て孔は３ 個開いている。 国内では、 富山県、 石川県、 他にロシア沿海州

や朝鮮半島東海岸から も 確認さ れている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 宍道湖での産卵は3 月から 4 月上旬にかけて、オスが湖底に巣穴を掘っ

てメ スを誘っ て行われる。 孵化し た仔魚は、 わんどや船着場などの風波

を避ける場所に集まっ て浮遊生活をおく る。 成長は早く 、 夏過ぎには親

魚サイ ズにまで達し 、 秋の深まり と と も に生殖巣が発達し てく る。 雑食

性で稚魚、 成魚と も にイ サザアミ 類などの浮遊生物の他、 ユスリ カ の幼

虫・ ゴカ イ 類・ コ ツブムシなどの底生生物、 藻類も 食べる 。 2 0 0 0 年頃

までは、 宍道湖全域で確認さ れたが、 2 0 0 9 年以降は生息数が減少し て

いる。 現在は、 宍道湖西岸と 周辺の水路、 安来市の中海流入河川の水路

で見ら れる。 益田市でも 生息が確認さ れていたが、 近年見ら れなく なり

絶滅し た可能性が高い。 また、 松江市近郊の溜池にも 生息し 、 陸封個体

群の可能性が強い。

存続を脅かす原因

　 わんどや旧来の船着場などの、 仔稚魚の生育する場所を 保全するこ と

が必要。

特記事項

　 最近の研究では、 ロ シアや韓国産のG y m no g ob iu s  ta ra n e tz i と 国内

に分布するシンジコ ハゼと は遺伝的に分化が認めら れると し ている。

（ 執筆者： 佐々木　 興）

●参考文献

原田慈雄（ 2 0 1 8 ） 中坊徹次（ 編） 小学館の図鑑Z日本魚類館～精緻な写真と 美し い解説～： 4 0 4 ． 小学館， 東京．  
山口勝秀（ 2 0 1 5 ） 改訂し まねレ ッ ド データ ブッ ク 2 0 1 4 動物編： 9 0 ． 島根県環境生活部自然環境課， 島根．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

－

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類(V U )撮影者（ 提供者）： 島根県立宍道湖自然館

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

シンジコ ハゼ
スズキ目ハゼ科

Gym n ogob iu s ta ra n e tzi  ( Pin ch u k,1978 )

ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 養殖用と し てのシラ スウナギ乱獲や、 河川構造物の建設、 河川改修な

どによる生息環境の悪化などによ り 、 近年全国的に河川内に生息する個

体数が減少し ている。

概　 　 要

　 全長は通常5 0 ー6 0 cm、 最大で１ mほど になる 。 国内では沖縄以北

の九州、 四国、 本州と その周辺諸島、 北海道太平洋側に広く 生息し 、 国

外ではフ ィ リ ピン北部、 台湾、 中国、 朝鮮半島に生息する。 河川内の下

流から 上流域まで生息し 、 甲殻類や魚類など幅広く 摂食する。 成熟する

と 降下回遊を 行い、 日本の南方マリ アナ諸島周辺海域で産卵する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 大小問わず県内全域の河川に生息し 、 宍道湖などの汽水湖や汽水域に

も 生息する。 日中は岩などの隙間に隠れ、 夜になると 遊泳し ながら 活発

に摂餌する。

存続を脅かす原因

　 水産重要種であり 、 国内だけでなく 生息域全体で養殖用と し て稚魚が

乱獲さ れるこ と による。 また、 河川内においても 河床の硬質化、 コ ンク

リ ート 化による生息場所の減少がさ ら に追い打ちをかけている。

（ 執筆者： 佐々木　 興）

●参考文献

安藤重敏（ 2 0 2 3 ） レ ッ ド データ ブッ ク と っ と り 第３ 版2 0 2 2 -鳥取県の絶滅のおそれのある 野生動植物-： 7 8 ． 鳥取県生活環境部緑豊かな自然課， 鳥取．
波戸岡清峰（ 2 0 1 3 ） ウナギ科． 中坊徹次（ 編） 日本産魚類検索全種の同定第三版： 2 4 0 .東海大学出版会， 神奈川.
藤田朝彦（ 2 0 1 9 ） 細谷和海（ 編） 山渓ハン ディ 図鑑1 5 増補改訂日本の淡水魚： 3 0 -3 3 ． 山と 渓谷社， 東京．
黒木真里（ 2 0 1 8 ） 中坊徹次（ 編） 小学館の図鑑Z日本魚類館～精緻な写真と 美し い解説～： 7 6 -7 7 ． 小学館， 東京.
山口勝秀（ 1 9 9 9 ） 島根県の淡水魚（ 既報の整理） .ホシザキグリ ーン 財団研究報告,（ 3 )： 1 -3 8 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

－

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧ⅠB 類(E N )撮影者（ 提供者）： 島根県立宍道湖自然館

準絶滅危惧（ N T ）

ニホンウナギ
ウナギ目ウナギ科

An g u il la  jap o n ica  Tem m in ck an d  Sch lege l,1847

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）
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選定理由

　 産卵母貝の減少、 農業水路の改修などの影響により 、 近年急速に個体

数が減少傾向にある。

概　 　 要

　 体長は最大1 0 cmほどになり 、 日本産タ ナゴ類の中では大型の方であ

る。 また体高は低い傾向があり 、こ れが和名の由来になっ ている。 本州、

四国、 九州の各地に生息し 、 河川中・ 下流、 平野部の細流、 農業水路な

ど流れのある 場所に生息する。 １ 対の長い口ひげをも ち、 繁殖期のオス

は青みがかっ た金属光沢を基調に赤紫色の混ざっ た複雑な婚姻色を呈す

る。 イ シガイ 科のイ シガイ 、 マツ カ サガイ など小型の淡水二枚貝を産卵

母貝と する。 また、 斐伊川水系と 江の川水系における 本種は遺伝的な系

統が異なるこ と が示唆さ れている ため、 安易な移動による遺伝子汚染が

懸念さ れる。

県内での生息地域・ 生息環境

　 斐伊川水系、 江の川水系の各河川およびそれに接続する 農業水路など

に広く 生息する。

存続を脅かす原因

　 河川改修や農業水路の改修に伴う コ ンク リ ート 張り によ り 、 イ シガイ

などの産卵母貝が減少し たこ と による 影響。 また外来種であるタ イ リ ク

バラ タ ナゴと の産卵母貝をめぐ る競合など。

（ 執筆者： 佐々木　 興）

●参考文献

細谷和海（ 2 0 1 3 ） コ イ 科． 中坊徹次（ 編） 日本産魚類検索全種の同定第三版： 3 1 1 .東海大学出版会， 神奈川.
北村淳一（ 2 0 2 0 ） 日本のタ ナゴ生態・ 保全・ 文化と 図鑑． 2 2 3 pp． 山と 渓谷社， 東京．
武内啓明（ 2 0 1 8 ） 中坊徹次（ 編） 小学館の図鑑Z日本魚類館～精緻な写真と 美し い解説～： 9 7 ． 小学館， 東京．
武内啓明（ 2 0 1 9 ） 細谷和海（ 編・ 監修） 山渓ハンディ 図鑑1 5 増補改訂日本の淡水魚： 5 8 -5 9 ． 山と 渓谷社， 東京．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

－

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )撮影者（ 提供者）： 島根県立宍道湖自然館

準絶滅危惧（ N T ）

ヤリ タ ナゴ
コ イ 目コ イ 科

Tan akia  la n ceo la ta  ( Tem m in ck an d  Sch legel,1846 )

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）

選定理由

　 県内では、中西部の一部の水域にのみ生息する。 生息数も 多く はない。

概　 　 要

　 全長4 ー7 cm。 繁殖期は4 ー6 月頃で、 オスには追星と 重油色と 黒色

を基調と し た婚姻色があら われる。 メ スでは腹部から 産卵管が伸び、 こ

れを用いて淡水二枚貝の鰓内に産卵する。 本種を含むタ ナゴ類の繁殖に

は、 産卵母貝と なる イ シガイ 目の二枚貝の生息が不可欠である。 また、

二枚貝の繁殖時には、 グロキディ ウム幼生が寄生する底生魚類の存在が

不可欠で、本種が生息するためには多様な自然環境が必要である。 また、

貝から 浮出し た稚魚がく ら せる水生植物などが繁茂する岸辺付近の環境

も 重要である。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内中西部の限ら れた自然環境が良好な水域に生息する 。

存続を脅かす原因

　 河川改修や水路の改修、 ヘド ロの堆積や水質悪化などによる二枚貝の

減少。

（ 執筆者： 佐々木　 興）

●参考文献

北村淳一（ 2 0 2 0 ） 日本のタ ナゴ生態・ 保全・ 文化と 図鑑． 2 2 3 pp． 山と 渓谷社， 東京．  
山口勝秀（ 2 0 1 5 ） 改訂し まねレ ッ ド データ ブッ ク 2 0 1 4 動物編： 9 1 ． 島根県環境生活部自然環境課， 島根．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

－

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )撮影者（ 提供者）： 島根県立宍道湖自然館

準絶滅危惧（ N T ）

アブラ ボテ
コ イ 目コ イ 科

Tan akia  l im b ata  ( Tem m in ck an d  Sch lege l,1846)

ー
準絶滅危惧

（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 かつては小ブナやメ ダカ と と も に身近な水辺で普通に見ら れ、 広く 親

し まれてき た川魚である。 し かし 、 現在では、 ごく 一部の水域を除く と

激減状況にあるこ と から 、 今回の改訂で、 新規に選定し た。

概　 　 要

　 日本全国に分布する 全長8 cmほど の小型の淡水魚である 。 吻端から

尾鰭にかけて太い黒線が走る個体が多い。 口ひげはなく 、 小さ な受け口

のと こ ろ から 多く の地方で、「 ク チボソ 」 と よ ばれている。 産卵期は初

夏で、 オスが作っ た産卵床にメ スを さ そっ て産卵が行われる。 その後は

オスが留まっ て、 産みこ まれた卵を 護る 習性がある。 食性の幅は広く 、

雑食性である。

県内での生息地域・ 生息環境

　 現在は、 県東部の溜池と その周辺に比較的多く 見ら れる が、 その範囲

は極めて狭い。 その他の生息水域では著し い減少傾向にある。

存続を脅かす原因

　 主な生息場所である河川の緩流域・ 溜池・ 用水路などにおける改修工

事による環境の変化がまずあげら れる 。 その他、 水質の悪化や外来魚の

増加などその原因は多岐にわたる複合的なも のである。

（ 執筆者： 越川　 敏樹）

●参考文献

江田伸司・ 坂本明弘（ 1 9 9 3 ） 隠岐の淡水魚類調査.倉敷市立自然史博物館研究報告,(8 )： 4 7 -5 0 ．
越川敏樹（ 1 9 8 5 ） 宍道湖と その周辺水域の魚類． 淡水魚， 1 1 ： 1 0 -1 4 ．
細谷和海（ 2 0 1 3 ） コ イ 科． 中坊徹次（ 編） 日本産魚類検索全種の同定第三版： 3 2 2 ． 東海大学出版会， 神奈川．
島根県（ 1 9 7 9 ） 第2 回自然環境保全基礎調査 河川調査報告書： 4 -1 3 ．
内山隆（ 2 0 0 1 ） 川那部浩哉・ 水野信彦（ 編・ 監修） 山渓カ ラ ー名鑑改訂版日本の淡水魚： 3 0 2 -3 0 5 ． 山と 渓谷社， 東京．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

－

環境省カ テゴリ ー

－撮影者（ 提供者）： 島根県立宍道湖自然館

準絶滅危惧（ N T ）

モツゴ
コ イ 目コ イ 科

Pseu d o ra sb o ra  p a rva  ( Tem m in ck an d  Sch lege l,1846)

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）

選定理由

　 本県での生息域は限定的と さ れ、 また詳細な生息域も 特定でき ていな

い。 生息確認ができ ている場所においても 個体数はあまり 多く ないと 推

測さ れる。

概　 　 要

　 体長は約1 3 ー1 5 cm。 愛知県以西の本州太平洋側、 山陽地方、 九州

北西部に生息し 、 日本海側では京都府、 兵庫県、 島根県の限ら れた水系

で確認さ れている。 河川中・ 下流域やこ れに接続する水路などに生息す

る。 体色は金属光沢のある灰色で、 体側に1 本の黒色縦帯があり 所々に

虫食い状の雲状黒色斑がある。 各鰭は黄色を呈し 、 背鰭の鰭膜に黒色斑

が発達する 。 繁殖期のオスは全体に黒みがかり 、 頬は桃色、 目も 橙色に

染まる婚姻色を呈する。 イ シガイ 、 ササノ ハガイ など淡水二枚貝の外套

膜内に直径5 mmほどの大き な卵を産卵する 。

県内での生息地域・ 生息環境

　 斐伊川水系、 江の川水系の中。 下流部およびそれに連なる水路などに

生息する。 比較的流れがあり 、 特に砂底、 砂礫底を好む。

存続を脅かす原因

　 タ ナゴ類と 同様に、 産卵母貝である淡水二枚貝の減少。

（ 執筆者： 佐々木　 興）

●参考文献

細谷和海（ 2 0 1 3 ） コ イ 科． 中坊徹次（ 編） 日本産魚類検索全種の同定第三版： 3 2 3 ． 東海大学出版会， 神奈川．
細谷和海（ 2 0 1 8 ） 中坊徹次（ 編） 小学館の図鑑Z日本魚類館～精緻な写真と 美し い解説～： 1 0 7 ． 小学館， 東京．
細谷和海（ 2 0 1 9 ） 細谷和海（ 編・ 監修） 山渓ハンディ 図鑑1 5 増補改訂日本の淡水魚： 1 3 8 -1 3 9 ． 山と 渓谷社， 東京．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

－

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )撮影者（ 提供者）： 島根県立宍道湖自然館

準絶滅危惧（ N T ）

カ ワヒ ガイ
コ イ 目コ イ 科

Sa rco ch e i l ich th ys va rieg a tu s va rieg a tu s ( Tem m in ck an d  Sch legel,1846 )

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）
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選定理由

　 生息地域が限ら れ個体数も 少ない。

概　 　 要

　 国内における ニゴイ の仲間は、 本種と ニゴイ 、 コ ウラ イ ニゴイ の3 種

が知ら れている。 本種は、 ニゴイ より も さ ら に頭と 吻が長く 、 体色は淡

黄色で、 背面と 体側に褐色の斑紋と 小褐色点が散在する。 全長約2 0 cm

で、 中流域の流れが緩やかな 砂底を 好み、 底層近く を 遊泳し て時々砂

に潜る。 繁殖期は5 ー6 月で、 メ スの方がオスよ り も 尻びれが長く なり 、

産卵直前に水底の砂をかき 混ぜる。 カ ゲロウの幼虫などの水生昆虫をお

も に食べる。 近畿地方以西の本州の河川に不連続に分布し ている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県中部の限ら れた河川でのみ生息が知ら れている。 河底が岩、 礫、 砂

と 多彩に組み合わさ っ た清流を好む。

存続を脅かす原因

　 河川改修などによる生息環境の悪化や競合種の増加など。

（ 執筆者： 山口　 勝秀）

●参考文献

川瀬成吾（ 2 0 1 9 ） 細谷和海（ 編・ 監修） 山渓ハンディ 図鑑1 5 増補改訂日本の淡水魚： 1 5 2 -1 5 3 ． 山と 渓谷社， 東京．
山口勝秀（ 2 0 1 5 ） 改訂し まねレ ッ ド データ ブッ ク 2 0 1 4 動物編： 9 1 ． 島根県環境生活部自然環境課， 島根．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

－

環境省カ テゴリ ー

－撮影者（ 提供者）： 島根県立宍道湖自然館

準絶滅危惧（ N T ）

ズナガニゴイ
コ イ 目コ イ 科

H em ib a rb u s lo n g iro stris ( Regan ,1908)

ー
準絶滅危惧

（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 近年、 シマド ジョ ウ属の分類が整理し なおさ れ、 分布域が山陰地方に

限ら れている こ と から 。

概　 　 要

　 従来、 スジ シマ ド ジョ ウ小型種点小型（ Cob itis  sp .2 .subsp .3 ） と

称さ れていたも の。 全長5 ー7 cmで、 体はやや細長く 、 シマド ジョ ウよ

り も 小型である。 体側の斑紋は雌雄で異なる。 オスが線列型で、 典型的

なスジシマ型であるのに対し 、 メ スは点列型か破線型で、 シマド ジョ ウ

の斑紋に似ている。 平野部の河川の中・ 下流や農業用水路、 浅所の砂泥

底に棲む。 砂泥底にひそむユスリ カ の幼虫などの水生昆虫やミ ミ ズなど

を 食べる。 繁殖期は6 ー7 月と 考えら れる。 兵庫県の岸田川から 本県の

神戸川までの山陰地方に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県東部の平野部を流れる砂泥底の河川や用水路。

存続を脅かす原因

　 圃場整備や河川改修などによる生息環境の悪化。 また、 観賞魚と し て

乱獲さ れるおそれがある。

（ 執筆者： 中野　 浩史）

●参考文献

桑原友春・ 森永和希・ 中畑勝見（ 2 0 2 2 ） 斐伊川水系における サン イ ン コ ガタ スジシマド ジョ ウの繁殖生態． 2 0 2 1 年度ホシザキグリ ーン 財団環境修復プロ ジェ ク ト 報告書： 1 -1 1 .
中島　 淳（ 2 0 1 7 ） 日本のド ジョ ウ形態・ 生態・ 文化と 図鑑． 2 2 3 pp． 山と 渓谷社， 東京．
中野浩史（ 2 0 1 5 ） 改訂し まねレ ッ ド データ ブッ ク 2 0 1 4 動物編： 9 1 ． 島根県環境生活部自然環境課， 島根．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

－

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧ⅠB 類(E N )撮影者（ 提供者）： 島根県立宍道湖自然館

準絶滅危惧（ N T ）

サンインコ ガタ スジシマド ジョ ウ
コ イ 目ド ジョ ウ科

Co b itis m in am o ri i san in en sis N akajim a,2012

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 清流である こ と が本種の生息には重要だが、 河床の硬質化など近年は

生息環境の悪化に伴っ て姿を見なく なっ た河川も 少なく ない。

概　 　 要

　 全長7 ー1 0 cm。 日本の淡水魚では珍し い赤色系の体色を も つ小型の

ナマズである。 8 本の口ひげがあり 、 鰭は棘状になっ ていて不用意に捕

まえる と 刺さ れる。 日本固有種で、 宮城県・ 秋田県以南の本州、 四国、

九州に分布する。 近年、 本種は遺伝的に二つの系統に分かれるこ と が明

ら かになり 、 別種または別亜種に分かれる可能性も ある。 本県では同一

水系内に混在し ている河川も ある が形態的特徴も 未解明なため、 安易な

移動は厳に慎まなければなら ない。

県内での生息地域・ 生息環境

　 中規模以上の河川の清流域に広く 分布するが、 も と も と その分布密度

は低い。

存続を脅かす原因

　 ダム・ 堰堤などの河川工事によっ て清流が減少し 、 本種の生息環境が

失われてき たこ と による。

（ 執筆者： 佐々木　 興）

●参考文献

藤田朝彦（ 2 0 1 8 ） 中坊徹次（ 編） 小学館の図鑑Z日本魚類館～精緻な写真と 美し い解説～： 1 2 0 ． 小学館， 東京．
藤田朝彦（ 2 0 1 9 ） 細谷和海（ 編・ 監修） 山渓ハンディ 図鑑1 5 増補改訂日本の淡水魚： 2 2 2 -2 2 3 ． 山と 渓谷社， 東京．
N a k a g a w a ,H .,S .Sek i,T .Ish ik a w a ,K .W a ta na be（ 2 0 1 6 ） Gene tic  p opu la tion  stru c tu re  o f th e  J a p a nese  to r ren t c a tfi sh  L iob a g ru s  re in ii (Amb ly c ip itid a e ) in fe r re d  
from  m itochond r ia l c y toch rome  b  v a r ia tion s． Ich th y o log ic a l Resea rch， 6 3 (3 )： 3 3 3 -3 4 6 ．
山口勝秀（ 2 0 1 5 ） 改訂し まねレ ッ ド データ ブッ ク 2 0 1 4 動物編： 9 2 ． 島根県環境生活部自然環， 島根.

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

－

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類(V U )撮影者（ 提供者）： 島根県立宍道湖自然館

準絶滅危惧（ N T ）

アカ ザ
ナマズ目アカ ザ科

Lio b ag ru s re in i i H ilg en do rf ,1878

ー
準絶滅危惧

（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 2 0 1 0 年までは、 湖岸に立てば、 波がない日なら 大概水面を 泳ぐ 群れ

を見るこ と ができ た魚だっ たが、 その後急に見かけなく なり 、 本庄や宍

道湖のマス網にも ほと んど入ら なく なっ た。 急激な減少の理由が定かで

ないこ と が一番の問題である。

概　 　 要

　 本州以南の日本全土、 台湾、 紅海、 イ ンド 洋にかけての内湾や河口域

に分布する。 背鰭は２ つに分かれ、 腹鰭は第１ 背鰭よ り 前にある。 ボラ

に似るが、 胸鰭の付根は、 青く なら ない。 ボラ やメ ナダは､ 臀鰭が背鰭

よ り 、 少し 前にある が、 本種は背鰭と 臀鰭が、 上下同位置で相対する。

第１ 背鰭前方の背面に１ 本の隆起し た線がある ので、 こ の名がついた。

西日本の産卵期は2 ー3 月、 近海で産卵する。 付着藻類や泥中の有機物

を主に食べる が、 ゴカ イ 等の底性動物も 食べる。

県内での生息地域・ 生息環境

　 汽水域に生息する魚で、 中海や宍道湖、 神西湖、 並びにその周辺の水

域等の表層を群れて泳ぐ 。 以前は宍道湖では春、遡上し た稚魚の群れが、

次第に成長し ていく 姿を秋まで見ら れた。

存続を脅かす原因

　 あれだけたく さ んいた魚が、短期間で激減し た理由はよく わから ない。

表層を泳ぐ 魚だが、 南方系の魚なので、 夏の高水温の影響は、 他の魚よ

り 少ないと 思われる。 こ のこ ろ から 増えてき たスズキやカ ワウなどの食

害も 考えら れる。 分解の進んだ生き 物やちぎれ藻なども 食べてく れる湖

の掃除屋だが、漁業的価値はなく 、こ れだけ減っ ても 漁師から 本種が減っ

た話は聞かないが、 食害が原因なら 次は有用種が標的と なる。 そこ ら へ

んも 注視し ないと いけない。

（ 執筆者： 桑原　 弘道）

●参考文献

平塚純一・ 桑原弘道・ 桑原正樹ほか（ 未発表） 本庄マス網調査1 9 9 5 -2 0 1 7 年．
平塚純一・ 桑原弘道ほか（ 未発表） 宍道湖マス網調査　 1 9 9 5 -2 0 0 4 年．
川瀬成吾（ 2 0 1 5 ） 細谷和海（ 編・ 監修） 山渓ハンディ 図鑑1 5 日本の淡水魚： 1 8 ． 山と 渓谷社， 東京．
桑原弘道（ 未発表） 宍道湖マス網調査2 0 1 3 -2 0 2 5 年．
瀬能　 宏（ 2 0 1 3 ） ボラ 科． 中坊徹次（ 編） 日本産魚類検索全種の同定第三版： 6 3 6 -6 3 9 ． 東海大学出版会， 神奈川．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

－

環境省カ テゴリ ー

－撮影者（ 提供者）： 桑原弘道

準絶滅危惧（ N T ）

セスジボラ
ボラ 目　 ボラ 科

Ch e lo n  a f f in is  ( Gün th er, 1861)

ー ー
準絶滅危惧
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選定理由

　 かつては県内河川中流域に普通に見ら れたが、 現在では生息域・ 生息

数と も に減少し ている。

概　 　 要

　 全長2 0 cm、 灰褐色の地に3 本の暗色鞍状斑がある。 他のカ ジカ 類同

様、 う ろ こ はない。 体型はハゼ類に似るが、 腹鰭は吸盤状になっ ておら

ず分離し ている。 河川中流域の瀬の礫底を好む。 幼魚期はおも に水生昆

虫を食べ、 1 0 cmを超える と 小魚などを 食べる。 日本固有種で、 本州の

日本海側に多い。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内河川の中流域に生息するが、 川を遡上する力は弱く 、 多く の河川

では堰堤の存在により 、 本来の生息域ではない河口域に生息し ている場

合が多い。 江の川河口域では産卵場が確認さ れている。

存続を脅かす原因

　 生息に適し た砂礫帯の河床の減少、 遡上を妨げる堰堤の建設など。

（ 執筆者： 山口　 勝秀）

●参考文献

細谷和海（ 2 0 1 9 ） 細谷和海（ 編・ 監修） 山渓ハンディ 図鑑1 5 増補改訂日本の淡水魚： 3 7 8 -3 7 9 ． 山と 渓谷社， 東京．
中坊徹次・ 甲斐嘉晃（ 2 0 1 3 ） カ ジカ 科． 中坊徹次（ 編） 日本産魚類検索全種の同定第三版： 1 1 7 3 ． 東海大学出版会， 神奈川.
山口勝秀（ 2 0 1 5 ） 改訂し まねレ ッ ド データ ブッ ク 2 0 1 4 動物編： 9 2 ． 島根県環境生活部自然環境課， 島根.

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

－

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類(V U )撮影者（ 提供者）： 島根県立宍道湖自然館

準絶滅危惧（ N T ）

アユカ ケ（ カ マキリ ）
スズキ目カ ジカ 科

Co ttu s kazika  Jo rdan  an d  Sta rks,1904

ー
準絶滅危惧

（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 本種は、 河川の水質や水生生物の生息環境が良好な比較的大き な河川

中流部を中心に生息し ているが、 その生息数は多く なく 河川の生息環境

の悪化等にと も ない個体数が減少し ている。

概　 　 要

　 日本固有種で、 北海道南部、 本州青森県から 山口県の日本海側、 愛媛

県の加茂川、 九州の有明海に注ぐ 河川に分布する。 カ ジカ は、 大卵型・

中卵型・ 小卵型に分けら れており 、 こ れら はすでに種レ ベルにまで分化

し ているこ と が知ら れている。 中卵型は河川中・ 下流部の瀬の石の下に

オスが縄張り を張り 、 メ スを呼び込み産卵さ せる。 大卵型は河川の上流

域に生息し 、 海に下るこ と がないのに対し 、 中卵型はふ化後、 仔魚は川

を 流下し 海に入り 、 そこ でし ばら く 浮遊生活を 送る。 春2 cm程度に成

長し た稚魚が川を遡上し 、 水生昆虫などを餌と し て成長する。 本種は底

生生活に適応し た縦扁し た体形をし ており 、 体色は淡褐色から 暗褐色ま

で変化に富んでいる。 本種と カ ジカ 大卵型と カ ジカ 小卵型は形態的に酷

似し ている が、 胸鰭条数の違いによ り 区別さ れ、 大卵型は1 2 ー1 4 本，

小卵型は1 5 ー1 7 本であるのに対し 、 本種は胸鰭の軟条はすべて分岐せ

ず、 軟条数が1 3 ー1 6 本である。 産卵形態はカ ジカ 大卵型と ほぼ同じ で

あるが、 卵径を比較すると 本種の方が幾分小さ い。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内において生息が確認さ れている 河川は、高津川や江の川、斐伊川、

神戸川、 浜田川、 飯梨川などの大～中型の河川である。 河川中～下流部

の早瀬や平瀬の浮石のあるよう な環境に生息し ており 、 上流部には陸封

性のカ ジカ 大卵型が生息し ているこ と が多い。

存続を脅かす原因

　 河川改修等に伴う 生息場の悪化や減少、 河川構造物による 移動阻害な

ど。

（ 執筆者： 佐藤　 仁志）

●参考文献

川那部浩哉・ 水野信彦・ 細谷和海編（ 2 0 0 1 ） 改訂日本の淡水魚． 7 1 9 pp． 山と 溪谷社， 東京．
宗原弘幸編（ 2 0 1 1 ） カ ジカ 類の多様性: 適応と 進化． 2 7 6 pp． 東海大学出版会. 神奈川．
中坊徹次・ 甲斐嘉晃（ 2 0 1 3 ） カ ジカ 科． 中坊徹次（ 編） 日本産魚類検索全種の同定第三版：  1 1 6 0 -1 1 8 8 ． 東海大学出版会， 東京．
菅野一輝・ 乾　 隆帝・ 白井厚太朗・ 鬼倉徳雄・ 小山彰彦・ 澤　 海人・ 若林瑞希（ 2 0 1 9 ） 高梁川水系のカ ジカ 種群の分布と 遺伝的・ 形態的・ 生態的特徴． 日本生物地理学会会報．
7 4 ： 2 5 -3 1 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

－

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧ⅠB 類(E N )撮影者（ 提供者）： 島根県立宍道湖自然館

準絶滅危惧（ N T ）

カ ジカ 中卵型
スズキ目カ ジカ 科

Co ttu s sp .

ー
準絶滅危惧

（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 水量が豊富で流れの早い場所に生息し 、 生息数も あまり 多く ない。 近

年、 減少傾向にある。

概　 　 要

　 全長は約8 cm、 時に1 0 cmを 超え る 個体も 見ら れる 。 全体的に黒味

が強く 、 特に繁殖期のオスはほと んど黒一色と なる。 メ スと 未成魚は淡

褐色の地に濃褐色の不規則な斑点がある。 頬には斑紋がない。 胸びれの

根元に明瞭な1 個の黒色斑がある 、 尾鰭の基部に上下に長い黒色斑が1

個あるこ と などが本種の特徴である。 国内では北海道を除く 日本全国に

分布し 、 雑食性で付着藻類や水生昆虫などをおも に食べる。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内においては、 比較的大型の河川に生息する傾向が強く 、 西部の河

川で生息数が多い。 県中部から 東部の河川では、 生息数が少ない。

存続を脅かす原因

　 河川改修などに伴う 生息環境の悪化など。

（ 執筆者： 中野　 浩史）

●参考文献

明仁・ 坂本勝一・ 池田裕二・ 藍澤正宏（ 2 0 1 3 ） ハゼ亜目． 中坊徹次（ 編） 日本産魚類検索全種の同定第三版： 1 3 4 7 -1 6 0 8 ． 東海大学出版会， 神奈川.
中野浩史（ 2 0 1 5 ） 改訂し まねレ ッ ド データ ブッ ク 2 0 1 4 動物編： 3 1 8 ． 島根県環境生活部自然環境課， 島根.

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

－

環境省カ テゴリ ー

－撮影者（ 提供者）： 島根県立宍道湖自然館

準絶滅危惧（ N T ）

オオヨ シノ ボリ
スズキ目ハゼ科

Rh in o go b iu s f lu via til is Tan aka,1925

ー
準絶滅危惧

（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 河川改修などによる生息確認場所の減少。 宍道湖周辺では移入種のホ

ンモロコ と の交雑。

概　 　 要

　 日本の固有種で、 中部地方以西の本州と 四国が自然分布。 平野部の流

れの緩やかな川や用水路、浅い池、沼の水草や藻の中に生息する 全長6 ー

1 2 cmの小型の魚。 ホン モロコ に似るが、 本種の口ひげは瞳孔径より 長

く 喉部は丸く 、 第1 鰓弓の鰓耙数は6 ー1 2 なのに対し 、 ホン モロコ の口

ひげは瞳孔径よ り 短く 喉部は角張り 、 第1 鰓弓の鰓耙数は1 4 ー2 0 。 産

卵期は4 ー7 月。 川の浅瀬の砂底や藻など に卵を 付ける。 卵は球形の粘

着卵で卵径は約1 .3 mm。 受精後5 －8 日（ 水温2 0 ー2 5 ℃） で孵化。 孵

化仔魚は約4 mm、 1 年で6 ー7 cm、 2 年で9 ー1 0 cm位にな る。 多く は

１ 年で成熟する。 水生昆虫や半底生の浮遊動物のほか水草や小魚の幼魚

を食べる。

県内での生息地域・ 生息環境

　 主に出雲地方の平野部にある田畑の水路や宍道湖・ 中海、 神西湖の流

入河川に生息。

存続を脅かす原因

　 水路の護岸改修や圃場整備などによ り 生息域や繁殖域が減少し た。 移

入種のホンモロコ と 同じ 水域に生息し ている地域も あり 、 本種と の交雑

も 心配さ れる。

（ 執筆者： 桑原　 弘道）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

－

環境省カ テゴリ ー

－
撮影者（ 提供者）： 桑原弘道

情報不足（ D D ）

タ モロコ
コ イ 目　 コ イ 科

Gn ath o p o g o n  e lo n g a tu s　 e lo n g a tu s ( Tem m in ck  an d  Sch leg e l ,1846 )

ー ー
情報不足
（ DD）

●参考文献

平塚純一・ 桑原弘道ほか（ 未発表） 宍道湖マス網調査　 1 9 9 5 -2 0 0 4 年 ．
細谷和海（ 2 0 1 3 ） コ イ 科． 中坊徹次（ 編） 日本産魚類検索全種の同定第三版： 3 2 4 ． 東海大学出版会， 神奈川．
越川敏樹（ 2 0 0 5 ） 改訂し まねレ ッ ド データ ブッ ク ： 8 4 ． 島根県環境生活部景観自然課， 島根．
桑原弘道（ 未発表） 宍道湖マス網調査2 0 1 3 -2 0 2 5 年．
宮地傳三郎・ 川那部浩哉・ 水野信彦（ 1 9 8 3 ） 原色日本淡水魚図鑑： 1 1 6 -1 1 7 ． 保育社， 大阪．
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選定理由

　 以前は県内各地の水田や土水路等に広く 生息し ていたが、 近年本種の

生息する場所は山間の棚田がある 水路など限ら れた場所と なっ てき てい

る。 水田の圃場整備などが進み、 水路と の行き 来ができ なく なっ てき て

いるこ と などから 、 各地で姿を消し つつある。

概　 　 要

　 日本各地、アムール川から ベト ナム北部、朝鮮半島、サハリ ン、台湾島、

海南島に生息。 全長1 5 cm。 体は細長く 、やや側扁する 。 口ひげは1 0 本。

体色は淡褐色から 暗褐色で、 時に小黒点が散在する。 オスの胸鰭先端は

と がり 、 基部に丸い骨質盤を持つ。 河川中・ 下流域、 用水路などの流れ

の緩やかな泥底にすむ。初夏に水田わき の水路などに侵入し て産卵する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 隠岐島を含む県内全域に生息し ているが、 生息地は限定さ れており 多

く はない。 圃場整備さ れ用水路と 排水路に大き な段差がある水田ではほ

と んど生息し ておら ず、 山間部の棚田や平野部の排水の悪い水田、 土水

路などに限定的に生息し ている。

存続を脅かす原因

　 大規模な圃場整備等にと も なう 用・ 排水路の分離、 揚水ポンプの設置、

落差のある排水路、 水路のコ ンク リ ート 化など水田周辺部における生息

環境の悪化のほか、 以前生息し 再生産し ていた水田における中干し や乾

田化など。 こ のほか、 養殖や釣り 餌用と し て持ち込まれた外来種を含む

遺伝子の異なる近縁のド ジョ ウの侵入など。

（ 執筆者： 佐藤　 仁志）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

－

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )
撮影者（ 提供者）： 佐藤仁志

情報不足（ D D ）

ド ジョ ウ
コ イ 目ド ジョ ウ科

M isg u rn u s a n g u il l icau d a tu s ( Can to r,1842)

ー ー
情報不足
（ DD）

●参考文献

林　 成多・ 大井和之（ 2 0 2 0 ） 島根県東部赤川水流域（ 斐伊川水系） のド ジョ ウを対象と し たミ ト コ ンド リ アDN Aハブロタ イ プの分析結果（ 予報)． ホシザキグリ ーン財団研究報告． (2 2 )： 2 4 1 -2 4 4 ．
林　 成多・ 大井和之・ 佐藤仁志（ 2 0 2 2 ） 島根県産ド ジョ ウのミ ト コ ン ド リ アDN Aハブロタ イ プ． ホシザキグリ ーン財団研究報告特別号， (3 0 )： 1 -1 0 ．
中坊徹次編（ 2 0 1 3 ） 日本産魚類検索全種の同定第三版． 2 4 2 8 pp． 東海大学出版会， 神奈川．
中島　 淳（ 2 0 1 7 ） 日本のド ジョ ウ形態・ 生態・ 文化と 図鑑． 2 2 3 pp． 山と 渓谷社， 東京．

選定理由

　 宍道湖七珍の一つだが、 近年漁獲が減っ ている。 夏の続く 高水温も 影

響し ている。

概　 　 要

　 生時は透明で、 ワカ サギなどキュ ウリ ウオ科の稚仔魚に似ており 、 こ

れら が分化の過程で幼形成熟し たも のと 考えら れて いる。 日本海側は

サハリ ン から 九州西部及び朝鮮半島までの汽水湖や河口域、 海の沿岸

に生息。 産卵期は水温が5 ー8 ℃になる 2 ー4 月、 川の河口域や湖内の水

深3 m以浅の砂底や水草に産卵。 卵は砂粒等に付着する。 卵径１ mm弱。

受精後8 ー2 7 日(水温1 5 ー8 ℃)で孵化。 全長約5 mm、 3 日で卵黄を 吸収

し 暫く は産卵場付近に留まるも のも いるが、夏迄には汽水湖や海に下る。

１ 年で9 ー1 0 cmに成長し 、 翌年、 卵を 産み一生を 終える。 主に小型の

浮遊動物を捕食する 。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内では宍道湖中海やその流出河川、 流入河川の河口域、 神西湖など

にも 生息する。

　 上田常一著山陰の動物誌によ る と 、 1 9 6 0 年代までは隠岐の八尾川に

産卵のため群れを 成し てのぼっ ていたよう だ。

存続を脅かす原因

　 近年の夏場の表層水温が3 0 ℃を超す日が何日も 続く 宍道湖中海では、

ワカ サギほどではないにし ろ 生息し づら い環境になっ ている。

（ 執筆者： 桑原　 弘道）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

－

環境省カ テゴリ ー

－
撮影者（ 提供者）： 島根県立宍道湖自然館

情報不足（ D D ）

シラ ウオ
サケ目　 シラ ウオ科

Sa la n g ich th ys m icro d o n （ Bleeker, 1860）

ー ー
情報不足
（ DD）

●参考文献

平塚純一、 桑原弘道ほか（ 未発表） 宍道湖マス網調査1 9 9 5 -2 0 0 4年．  
桑原弘道（ 未発表） 宍道湖マス網調査2 0 1 3 -2 0 2 5 年．  
松原喜代松（ 1 9 7 3 ） 魚類学(下)： 5 0 7 -5 1 4 ． 恒星社厚生閣， 東京．
宮地傳三郎 川那部浩哉 水野信彦（ 1 9 8 3 ） 原色日本淡水魚図鑑： 1 1 6 -1 1 7 ． 保育社， 大阪．
細谷和海（ 2 0 1 3 ） キュ ウリ ウオ亜目． 中坊徹次（ 編） 日本産魚類検索全種の同定第三版： 3 5 8 -3 6 1 ． 東海大学出版会， 神奈川．
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